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4 創立50周年を迎えて

　長野県鐵構事業協同組合は1973年（昭和
48年）2月に長野県鉄骨協会として設立され
て以来、本年をもって50周年を迎えることが
できました。
　この間、様々な環境の変化は私が語るま
でもありませんが、変わらず当組合へご支援、
ご指導をいただいてきた行政、団体、商社
等お取引先の皆様、組合員の皆様に衷心よ
り感謝申し上げます。また今後も更なるご理
解とご支援をお願いいたします。
　去る５月26日に開催しました創立50周年の
記念式典、祝賀会におきましては本当に多く
の皆様方のご協力・ご臨席を賜り、またこの
記念誌においても原稿・広告出稿のご協力、
ご協賛をいただき重ねてお礼申し上げます。
50年という月日は私たちを取り巻く社会、経
済において大きな変化をもたらしました。
　組合員各社も様々な変遷を経て現在に至
っています。資料によると1993年（平成５年）
は組合員数176社、全国3位の規模でしたが、
現在2023年10月現在は63社となりこの間の激
しい社会状況の変化を示しています。
　私事で恐縮ですが、弊社（倉科鐵工所）
は1929年に創業し私で3代目になります。20
周年記念誌の役員名簿に祖父である創業者
勝男が労働安全副委員長として記載されてい
ました。当時勝男は66歳で2代目の長男季男
が実質社長となっていたと思われ、どのくら
い活動していたのかわかりませんが、改めて
組合との長いつながりを感じます。
　また本年は上部団体である全構協や他県
組合、各種団体においても周年の節目となる
組織が多く、いくつもの記念事業にお招きを
いただきました。
　他県、他地区の同業者はじめ様々な方と
交流できたことは私にとってかけがえのない財
産になりました。
　鉄と人のかかわりは古く、世界的には4千
年と言われています。日本においても古来より

各種の道具や武具に使用され、特に日本刀
の技術は世界に誇る我が国を代表する鉄文
化の一つです。鉄を扱う「鍛冶工」は各地
域においてなくてはならない職種であり、その
技術・技能は名もなき人々により営々と工夫
され、受け継がれてきました。
　私が住む松本の深志神社には金山神社が
お祀りされ、1828年より地域の鍛冶工が集ま
って「金山祭」（フイゴ祭）が行われてきた
記録が残っています。本記念誌の編集にあた
り、同神社の牟礼宮司に「特別寄稿」をい
ただきました。ご一読いただければ幸いです。
　またこの金山祭は松本金山会により運営さ
れており、現在の会長は当組合相談役でもあ
る髙木秀雄様で、髙木相談役からも貴重な
資料等をいただきました。牟礼宮司、髙木相
談役へはこの場を借りてお礼申し上げます。
　 「組合」に話を戻しますと、鐵構事業協同
組合は鉄工、特に建設業における鋼構造物
が太平洋戦争後1950～60年代の高度成長
期の中で土木・建築構造の一つとして普及し、
鉄骨製造業者の健全な経営基盤の確立を目
的に組合創立へと進展しました。以来、品質
管理の均一化・高度化、企業の近代化、そ
の他時代に沿った諸課題に取組みながら鉄
骨製造業者の発展とともに歩んできました。
　本年は気候変動の影響か９月中旬になって
も全国的に30度を超える日が続き、大雨かと
思えば水不足の地域があり日本中で防災・
減災に悩まされています。しかしこのような中
から力強く次世代の動きが出てくることを信じ
て組合としても皆様のお役に立つよう今後とも
努力してまいります。
　本50周年が一つの節目となり、鉄骨業が重
要な産業として社会的に認知され、組合員並
びにそれを取り巻く各団体、会社の皆様の健
全な発展の礎となり、さらにそこに携わる皆様
のご健康とご多幸を祈念して私のご挨拶とさ
せていただきます。

長野県鐵構事業協同組合　理事長

倉 科  賢 三

創立50周年を迎えて
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　本年、長野県鐵構事業協同組合が創立50

周年を迎えられましたこと、心からお慶び申し

上げます。

　貴組合の皆様には、日頃より、長野県の

建築・住宅行政をはじめ、県政全般にわたり、

格別のご支援・ご協力を頂いておりますこと

に対しまして、厚く御礼申し上げます。

　また、貴組合におかれましては、県が実施

する技能検定への協力等を通じて業界の担

い手確保に取り組まれているほか、建築鉄骨

の品質確保や高度な技術力の研鑽に努めら

れ、良質な建築鉄骨の供給を通じて、地域

の建築物の安全・安心の確保や地域経済の

発展に寄与されておりますことに敬意を表しま

すとともに、重ねて御礼申し上げます。

　現在、私たちのまわりでは、地球規模で急

速に進行する気候変動により一層の激甚化・

頻発化が懸念される自然災害や一定の周期

での発生が予想される大規模地震、新型コ

ロナウイルス感染症をはじめとする新興感染症

など、これまで以上に様々な脅威が身近に迫

っています。

　加えて、少子化と人口減少の加速化に伴

う産業や地域の担い手不足などによる社会保

障制度の持続可能性の低下、グローバルリス

クに起因する物価高騰など、社会活動の維持

にも大きな課題が生じています。

　一方で、デジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）をはじめとする技 術 革 新が 急 速に

進展するとともに、コロナ禍などを契機として

人々のライフスタイルや価値観も多様化してい

ます。

　こうした状況の中、環境と社会、経済が調

和的に発展するとともに、人権や多様性が尊

重され、誰もがその能力を十分に発揮できる、

本当の意味で「ゆたかな社会」を築いてい

くためには、従来の常識にとらわれることなく、

新しい発想で大胆かつ戦略的に社会経済シ

ステムの大転換を図っていかなければなりませ

ん。

　このような認識のもとで、本年4月にスター

トした新たな総合５か年計画「しあわせ信州

創造プラン3. 0」では、「確かな暮らしを守り、

信州からゆたかな社会を創る」を基本目標と

して掲げ、脱炭素社会の実現、女性・若者

が働きやすい職場環境づくりやＤＸの推進な

どに取り組んでまいります。

　また、次代を担う人材の確保・育成など建

設産業が直面している課題についても、貴組

合をはじめ関係団体の皆様と連携しながらし

っかりと取り組んでまいりますので、引き続き、

ご支援とご協力を賜りますよう、心からお願

い申し上げます。

　終わりに、貴組合の益々のご発展と、組合

員の皆様方のご健勝とご活躍を祈念申し上げ

まして、お祝いの言葉とさせていただきます。

長野県知事

阿 部  守 一

創立50周年を祝して
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　長野県鐵構事業協同組合の創立50周年、

まことにおめでとうございます。協会を代表し

て心からお慶び申し上げます。

　貴組合は、昭和48年に発足した組織の前

身である長野県鉄骨協会の昭和60年の法人

化を経て50年という節目を迎えられ、今日に

至るまでの長きに亘り、一貫して会員の経営

および技術の向上に努められ、鉄骨業界の

発展に多大なる貢献をされてこられました。

　平成10年の長野オリンピック・パラリンピッ

クの後、平成20年のリーマンショック、平成

23年の東日本大震災などの度重なる厳しい局

面においても常に社会の為に尽力され、『安

全・安心』、『建築鉄骨は品質保証の時代』 

をスローガンとして掲げ、社会の信頼を継続し

て獲得してこられた貴組合および会員の皆様

に、深く敬意を表する次第でございます。

　貴組合には、当協会の鉄骨造建築物に関

する技術、教育、検査、共済などの諸事業

の推進にあたり多大なるご理解とご支援をい

ただいており、その諸活動に心から感謝を申

し上げます。

　また、貴組合は、県内約70社の会員のみ

ならず、関東各都県での一層の相互扶助に

努められ、一致協力、団結を強固にされる

等、大きな役割を果たしてこられました。加え

て、人材育成に関する活動など、業界の発展

に資する活動を積極的に推進されております。

重ねて厚くお礼を申し上げます。

　コロナ禍などにより一時低迷していた鉄骨

需要は徐々に回復傾向に向かってはおります

が、世界情勢の激変等、不透明な状況が依

然、続いております。

　業界を取り巻く経営環境は常に変化をして

いますが、いかなる状況においても安定的に

発展できる業界であり続けるため、新しい価

値を創造し、継続的な成長が出来るよう、体

質変化が業界全体に求められています。その

ために、当協会は、現在および次世代の業

界を支える人材の育成、技術進歩への対応

など、諸課題への取組みを一層、進めてまい

ります。

　本年、当協会も創立50周年を迎えました。

貴組合との連携を益々強化し、業界の更なる

発展に努めてまいりたいと思います。引き続き

皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

　結びになりますが、創立50周年を迎えられ

ました貴組合がこの節目に一段と結束を強め

られ、更に力強く前進されますことを祈念し、

祝辞といたします。

祝　　辞
一般社団法人　全国鐵構工業協会　会長

永 井 　 毅
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8 創立50周年までのあゆみ

組合の沿革と社会の変遷
1973年〜2023年（昭和48年〜令和５年）までの50年のあゆみ

西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

1973年
（昭和48年）

「長野県鉄骨協会」の創立総会が2月17
日長野市「国際会館」で開かれ、会員 
140社の出席をもって発足した。
3月3日には発足後初の役員会を開催し、
19日には松本市内にて理事会を開催。
4月16日松本市にて昭和48年度通常総
会が開かれた。10月30日松本市「松本
勤労社福祉センター」で臨時総会を開き、
全構連加入の承認を得た。
同年全構連の鉄よこせ運動に参加した。

・第4次中東戦争勃発
・ OPEC原油生産削減・原油価格引き上
げ

・ 各地でトイレットペーパー・洗剤など
の買いだめ騒ぎ

1974年
（昭和49年）

2月22日松本市にて危機突破全員協議会
を開いた。
6月1日長野市にて昭和49年度通常総会
が開かれた。県下初の「鋼構造物鉄工
作業」技能検定が実施された。
10月16日全構連経由で通産省に申請した 
27企業、1億6千698万円の緊急特別融
資が11月20日決定。

・元陸軍少尉 小野田寛郎氏帰国
・佐藤栄作元首相にノーベル平和賞
・三木内閣発足

1975年
（昭和50年）

石油ショックに端を発した長期の不況が続
き、県知事と県議会議長に陳情。

・新幹線 東京 - 博多間開通
・ベトナム戦争終結
・沖縄国際海洋博が開幕

1976年
（昭和51年）

県鉄骨協会の認定工場制度が発足し、第
1次認定工場として43社申請のなかで23
社の合格が内定した。
12月10日には鉄骨造建築の採用を県に陳
情した。

・ロッキード事件発覚
・福田内閣発足

1977年
（昭和52年）

会員の取引実態調査を実施。 ・米国カーター新大統領就任
・巨人 王貞治選手が本塁打世界記録達成

1978年
（昭和53年）

全構連認定の申請は70社のうち、48社が
認定された。
県認定の申請は51社のうち、40社が認定
された。

・伊豆大島近海地震発生（Ｍ７.0）
・新東京国際空港（成田）開港
・宮城県沖地震（Ｍ７．4）
・大平内閣発足
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

1979年
（昭和54年）

５月16日長野市にて昭和54年度通常総会
が開かれた。
会員企業の経営簡易診断をおこなった。

・ 省エネルギー、省資源対策推進会議開
催

・ アメリカのスリーマイル島原子力発電
所で放射能漏れ事故

・英国 サッチャー首相就任

1980年
（昭和55年）

1月11日長野県住宅部、長野県建築設計
事務所協会と第1回打合せ会を開いた。
５月14日松本市浅間温泉にて昭和55年度
通常総会が開かれた。

・石油７% 節約の内容を閣議決定
・鈴木内閣発足
・イラン・イラク戦争激化
・ 日本の自動車生産台数が世界第1位に
名実ともに「自動車大国」となる

1981年
（昭和56年）

第3回工業経営研究会が2月4日松本市で
開かれ、「現場改善の進め方」(県中小企
業総合指導所）「利益を生み出すオフィス
コンピューターの導入と応用」の講演。

・全構連が通産・建設両省の共管許可
・米国レーガン大統領就任

1982年
（昭和57年）

4月30日長野市ホテル国際会館にて昭和
57年度通常総会開催、総会後建設大臣
認定書の伝達式をおこなう。Hグレード 
4社、Mグレード26社、Rグレード38社合
計68社であった。５月Jグレード認定申請
説明会実施9月に43社を認定した。
県知事と住宅部長に「松本合同庁舎建設
にともなう地元鉄骨業者にたいする優先
受注」の陳情をした。

・日航機羽田沖墜落
・東北新幹線 大宮－盛岡間開業
・中曽根内閣発足

1983年
（昭和58年）

５月11日諏訪市で昭和58年度通常総会が
開かれた。
鉄骨業界は昭和58年4月より通産省より不
況業種に指定される。

・東京ディズニ－ランドが開園
・日本海中部地震（M7．7）
・ 大韓航空機、ソ連軍機に日本海上で撃
墜

1984年
（昭和59年）

５月22日戸倉町で昭和59年度通常総会が
開かれた。
長野県鉄骨協会の「法人化」への動きが
活発になる。
自主認定工場部会は、全構連の指導を受
けて、就業・給与規則作成例を配布。

・  日本初の実用放送衛星による放送開始
　（NHK)

1985年
（昭和60年）

５月24日長野市ホテル国際会館にて昭和
60年度通常総会が開かれ、協会員全員
の加入により ｢長野県鐵構事業協同組
合」を設立する。

・新幹線上野駅開業
・ 日本電信電話会社、日本たばこ産業会
社がスタート

・日航ジャンボ機 群馬県山中に墜落
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

1986年
（昭和61年）

物件報告を主体とする経営安定制度を発
足した。（4/1)
５月29日大町市にて昭和61年度長野県鐵
構事業協同組合通常総会が開かれた。
認定制度委員会が ｢認定工場のしおり」
を作成。

・ 原油価格急落1バレル／ 10ドル割り込
む

・三原山大噴火（200年ぶり）

1987年
（昭和62年）

検査制度委員会が作成した ｢鉄骨検査の
手引書」を組合員へ有料配布した。
５月26日飯田市にて県鐵構事業協同組合
通常総会が開かれた。
第５次工場認定の推進。

・国鉄分割民営化
・竹下内閣発足

1988年
（昭和63年）

５月19日佐久市佐久グランドホテルにて
昭和63年度県鐵構事業協同組合通常総会
が開かれた。
鉄骨需要が上向きに転じた。
長野冬季五輪対策特別委員会を設ける。
県との技術懇談会を開催した。

・青函トンネル開業
・瀬戸大橋開通
・日経平均株価3万円を突破

1989年
（平成元年）

｢鐵構会館」建設は見送りとした。
５月16日長野市にて平成元年度通常総会
が開かれた。
認定書 ( 第6次1回目）が伝達された。
組合の「NTKマーク」が制定されロゴが
完成した。
県との技術懇談会を開催した。

・昭和天皇崩御、皇太子即位
・改元 新元号は「平成」
・宇野内閣発足（6月3日）
・海部内閣発足（８月10日）
・東独・ベルリンの壁崩壊
・日経平均株価3万8915 円 市場最高値

1990年
（平成２年）

4月18日松本市マウントホテルにて長野
県鐵構事業協同組合青年部会の設立総会
が開かれた。５月17日松本市にて平成2 
年度通常総会が開かれた。
県中小企業団体中央会の補助事業として
「活路開拓ビジョン調査事業」にもとづい
て ｢品質向上による保証体制の確立」を
テーマに調査研究に取り組んだ。
県との技術懇談会開催。

・東西ドイツ統一成る
・日経平均株価、一時2万円割れ

1991年
（平成３年）

平成3年度時短カレンダー作成配布した。  
５月28日諏訪市にて平成3年度通常総会
が開かれた。
組合創立20周年座談会が長野市ホテル犀
北館で行われた。
県と技術懇談会をした。

・ 1998年冬季五輪大会の開催地が ｢長野」
と決定

・長崎県・雲仙普賢岳で火砕流発生
・宮沢内閣発足
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

1992年
（平成４年）

５月28日長野市ホテル国際会館にて平成
4年度通常総会が開かれ、続いて創立20
周年記念式典が行われた。

・山形新幹線開通
・日経平均株価1万5000円割れ
・日本人初の有人宇宙飛行 毛利衛

1993年
（平成５年）

５月26日軽井沢町星野温泉ホテルにて平
成５年度通常総会が開かれた。
組合員176社と全国第3位の大規模組合と
なった。
建設省住指発第349号基づく「鉄骨造建築
物等の品質適正化のための講習会」及び
｢鋼材取扱い責任者（ミルシートアテスタ
ー）講習会」を開催した。

・米国・クリントン大統領就任
・長野自動車道全線開通
・皇太子殿下と小和田雅子様ご結婚
・細川内閣発足

1994年
（平成６年）

５月30日松本市サンピア松本にて平成6
年度通常総会が開かれた。
コンピューターを導入して物件報告を組
合事務局に一元化した。
「適正品質に見合う適正価格」を確保の
ため行政と懇談会を開催する一方県へ受
注機会の拡大、適正価格の発注、指導を
要望した。

・羽田連立内閣発足（4月）
・松本サリン事件発生
・村山連立内閣発足（6月）
・関西国際空港開港
・北海道東方沖地震（M８.1）
・ 三陸沖はるか地震（Ｍ７.6）、死傷者 
787名余

1995年
（平成７年）

５月30日諏訪市華乃井ホテルにて平成７
年度通常総会が開かれた。
第８次2回目工場認定の推進で新規８工場、
昇格2工場が認定となる。
緊急経営対策に取り組んだ。
松本技術専門校溶接科存続に関するアン
ケート調査をした。
冬季オリンピック長野開催に伴う長野コ
ンベンション施設の陳情をした。

・阪神淡路大震災発生、死者6,000名弱
・ 地下鉄サリン事件発生、13人が死亡、
5,510人が重軽傷

・円が一時 79円75銭と最高値更新
・ 三菱銀行と東京銀行が対等合併で基本
合意

1996年
（平成８年）

５月30日長野市長野厚生年金会館にて平
成８年度通常総会が開かれた。
行政機関との懇談会をした。
福井県建設鉄工協同組合へ共同受注事業
研修をして、共同受注事業促進の確認を
した。 第9次認定規定・基準 ( 改正案）
について組合員へ説明依頼と資料配布した。

・橋本内閣発足
・ 薬害エイズ裁判でミドリ十字が責任認
めて謝罪

・ 民主党結党、代表人は菅直人・鳩山由
紀夫

・ニューデリー空中衝突事故
・O157食中毒が多発
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

1997年
（平成９年）

５月16日小諸市小諸グランドキャッスル
ホテルにて平成9年度通常総会が開かれた。 
組合で建設業許可（一般建築工事業、鋼
構造物事業）を取得。
共同受注事業の実施決定をし平成9年度
組合受注3件の実績をあげた。
県住宅部、建設業協会、建築士事務所協会、
県下120市町村、ＪＡ、ＪＲ、ＮＴＴ、中
電、住宅供給公社へ共同受注事業の陳情。
工場認定第9次認定1回目はハード面が
強化されたにもかかわらず申請63工場全
て認定となった。

・世界初のクローン羊開発の成功が判明
・消費税3％から５％に
・長野新幹線開通
・北海道拓殖銀行破綻
・山一証券の破綻
・介護保険法制定

1998年
（平成10年）

５月27日豊科町安曇野スイス村サンモリ
ッツにて平成10年度通常総会が開かれた。
官公需適格組合証明を得る。
平成10年度は組合受注23件の実績でした。
中小企業人材確保援助事業対象認定組合
の指定を得る。
技能検定制度の県知事表彰を受賞。行政
機関との懇談会をした。
雇用調整助成金受給希望調査をした。

・第18回冬季オリンピック長野大会
・小渕内閣発足
・金融監督庁設置
・円安７年ぶりに140円台
・ エルニーニョ現象の影響で世界的な異
常気象

1999年
（平成11年）

５月21日諏訪市ウェディングプラザ橋場
にて平成11年度通常総会が開かれた。
組合共同受注の促進と鉄骨品質適正化に
向けてのシステムの確立に取り組んだ。
平成11年度は組合受注５件の実績でした。
行政機関と懇談会をした。
ISO講習会を長野市、松本市2会場で開
催した。第9次3回目の工場認定で12 社
全て適格となった。

・石原慎太郎氏都知事に
・NTT分割再編
・ トルコ大地震（M７.4）建物崩壊で
16,000人死亡

・台湾地震（M７.6）死者2,415人
・茨城県東海村 JOC 社で核燃料臨界事故
・ 日本長期信用銀行、米リップルウッド
社に譲渡内定

2000年
（平成12年）

５月23日長野市ホテル国際21にて平成12
年度通常総会が開かれた。
田中県政スタート。
建築基準法が改正され、新認定評価基準
に移行７工場が新しい評価認定工場とな
った。
組合誌「てっこう長野」が初めて発刊された。
長野県鉄骨協会を解散した。
松本ふれあい技能センターが開所し、技
能検定や実技講習の場として利用できる
ようになりました。
平成12年度から認定・検査制度委員会に
変わって新しく品質保証推進委員会に名
称が変わりました。
平成12年度は組合受注実績4件でした。

・宮崎市で口蹄疫発生
・ 大阪府知事に全国初の女性知事（太田
房江氏）誕生

・森連立内閣発足
・雪印集団食中毒事件発生
・三宅島雄山噴火
・2,000円札発行
・ シドニー五輪高橋尚子女子マラソンで
初の金メダル

・ＢＳデジタル放送開始
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

2001年
（平成13年）

５月18日上田市国際クリスタルホール（上
田東急イン）にて平成13年度通常総会が
開かれた。
24工場が評価認定工場となりました。組
合誌の発刊が4号となりました。
平成13年度は組合受注実績７件でした。

・ ジョージ・Ｗ・ブッシュがアメリカ大
統領に就任

・小泉内閣発足
・東京ディズニーシー開園
・アメリカ同時多発テロ事件発生

2002年
（平成14年）

５月17日長野市ホテルメトロポリタン長
野にて平成14年度通常総会と創立30周年
記念式典が開かれた。
認定申請をする工場を対象に 6月、11月
に研修会を開きました。
13工場が評価認定工場になりました。
組合案内誌『ＩＲＯN』を発刊し、組合誌
の発刊も6号になりました。
平成14年度は組合受注実績が3件でした。

・通貨「ユーロ」が流通開始
・沖縄返還30周年
・ 経済団体連合会（経団連）と日本経営
者団体連盟（日経連）が統合、日本経
済団体連合会（日本経団連）が発足

・2002FIFAワールドカップ開幕
・住民基本台帳ネットワークが稼動
・ 小柴昌俊氏がノーベル物理学賞、田中
耕一氏がノーベル化学賞受賞

・北朝鮮拉致事件被害者５人帰国

2003年
（平成15年）

県との懇談会は学校建築の鉄骨化、鉄骨
を主体とする建築物の優先的指名及び分
離発注が議題でした。
５月15日松本市ホテルブエナビスタ松本
にて平成15年度通常総会が開かれた。
組合員数がピーク時に比べ1/3以上減り
ました。一般賦課金を５％下げました。
認定取得のための研修会は７月と11月に
開きました。
８工場が評価認定工場になりました。
｢学校施設への鋼構造の取組みについて」
の講習会を開催しました。
学校建築の鉄骨化についてはＰＲ誌を作
成して、発注者をはじめ関係団体へ鉄骨
の優位性について要望し、理解を深めま
した。
平成15年度は組合受注実績2件でした。
運営費も0.2％下げました。
共同受注委員会ではワーキンググループ
会議を開いて活動しました。
共積会長野の設立。
関東支部会が長野で開催されました。平
成15年度は赤字決算となりました。

・イラク戦争開戦
・日本郵政公社が営業開始
・東京「六本木ヒルズ」が開業
・ 日経平均株価が7,607円88銭の大底を記
録（1982年来の安値水準）。

・ ＳＡＲＳがアジアを中心に世界的大流行
・ 個人情報保護法が参議院本会議で可決
され、成立

・宮城県北部地震発生
・ アメリカ・カナダ東部で大規模停電、
約5,000万人に影響

・ 阪神タイガース18年ぶりにセ・リーグ
優勝

・地上デジタル放送開始
・鳥インフルエンザ感染発生

2004年
（平成16年）

５月18日飯田市天空の城三宜亭本館にて
平成16年度通常総会が開かれた。
鉄骨工事契約適正化緊急会議
新しく6工場が評価認定工場になりました。
長野県が当番で恒例の隣接県（富山県・
新潟県）との懇談会を行いました。

・ 営団地下鉄が民営化 ｢東京メトロ」に
なる

・ アテネオリンピック、日本金メダル16 
個の快挙

・新潟県中越地震発生
・新札発行、千円札、五千円札、一万円札
・ インドネシアのスマトラ島沖地震発生
（M9.0）
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

2004年
（平成16年）

塗料販売が伸びて関東地区管内の平均を
上回りました。
平成16年度は組合受注実績が５件でした。
組合活動の活性化と効率化のため委員会
を集約させて総務・経営近代化・品質保
証推進・教育技術と4委員会にしました。
中間検査の延長について平成19年５月31
日まで3年間延長。
新潟組合へ中越地震の見舞金を送る。

2005年
（平成17年）

組合表彰規定（H17.4.1より適用）
５月18日佐久市佐久一萬里温泉にて平成
17年度通常総会が開かれた。組合表彰2名。
新しく認定申請をする工場を対象に6月、
11月に研修会を開きました。
17年度は10工場が認定になりました。
全構協全国大会（於：京都）に正副理事長、
専務理事ほか理事1名が参加した。
共同受注は大幅に受注が減りました。平
成17年度は組合受注実績が2件でした。
構造物鉄工技能検定試験には組合員2人
が知事賞を受賞した。

・中部国際空港が開港
・ 北京で1万による反日デモ、日本大使
館襲撃される

・ ＪＲ福知山線脱線事故発生。死者107人、
負傷者555人

・郵政民営化関連法案が可決、成立
・ ハリケーン「カトリーナ」アメリカ上陸、
死者1,200人

・構造計算書偽造問題が発覚
・日本人口戦後初めて減少

2006年
（平成18年）

バブルが崩壊して16年を経過し、日銀は
デフレから脱却して景気は徐々に回復し
てきていると発表。
鉄鋼業界でも景気がわずかながら上向き
になり仕事量も全体で増加の傾向になり
ました。 ５月17日長野市郵便貯金会館（メ
ルパルク長野）にて平成18年度通常総会
が開かれた。組合表彰５名。
恒例の隣接3県交流会は新潟県が当番で
上越市で開催されました。
公共工事が減り共同受注事業も減りました。
平成18年度は組合受注実績が2件でした。 
新しく22工場が評価認定工場となりました。
青年部で海外研修をした（韓国）。

・イラクのフセイン元大統領死刑執行
・ 北朝鮮が、テポドン2号など７発の弾
道ミサイルを日本海へ向け連射する（北
朝鮮によるミサイル発射実験）

・安倍内閣発足
・北朝鮮が初の地下核実験実施

2007年
（平成19年）

JASS6改定講習会を松本・長野で開催し
ました。
｢25度レ形開先溶接施工マニュアル」講
習会を各支部ごとに開いた。
５月18日松本市ホテル「ブエナビスタ」
にて平成19年度通常総会が開かれた。
建築基準法の改正により確認の審査期間
が大幅に延長されて慎重な審査が長引き、
工事の発注に大きな影響がでました。

・第1回東京マラソン
・タミフル異常行動問題
・新潟県中越沖地震が発生
・ ペルー沖で地震、M７.9、政府発表の
死者510名

・福田康夫内閣発足
・ 郵政民営化がスタート、日本郵政公社
が解散し、日本郵政株式会社が発足
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

2007年
（平成19年）

新しくＳグレード1社Ｈグレード6社に
なるなど認定工場数が55工場になりました。
19年度は14工場が認定されました。
全構協全国大会 ( 於：横浜市）が開催され、
当組合から役員10名が参加しました。
平成19年度は組合受注実績が2件でした。

・ 山中伸弥教授が人口多能性幹細胞（iＰ
Ｓ細胞）の作成に成功

・団塊世代の大量定年退職がはじまる

2008年
（平成20年）

５月20日諏訪市ＲＡＫO 華乃井ホテルに
て平成20年度通常総会が開かれた。組合
表彰５名。鋼材価格が急騰し、アメリカ
のサブプライムローンの影響を受けて100
年に1度という金融不安と経済に大きな
影響を受けました。評価認定工場は８工
場でした。
恒例の隣接三県交流会は富山県が当番で
上越市で開催されました。
工作しやすい鉄骨設計の説明会を各支部
で開催しました。
鉄骨作業の安全マニュアルを配布しました。

・ 原油先物相場が急騰が止まらず、ニュ
ーヨークでは一時1バレル＝100.00ド
ルを記録し、初の100ドル台に

・中国製ギョーザ中毒が発生
・ 円高が進み、東京外国為替市場で一時 
1ドル＝100円を割りこむ。100円を下
回ったのは 1995年以来12年ぶり

・四川大地震の発生（Ｍ８.0）
・秋葉原通り魔事件
・北京オリンピックの開催
・リーマンブラザーズ倒産
・麻生内閣発足

2009年
（平成21年）

５月20日、上田市「上田東急イン」にて
平成21年度通常総会を開催。
9社が評価認定工場になりました。
７月31日、組合誌「てっこう長野」19号
の発刊。
「建設雇用改善及び中小企業緊急雇用安
定助成金説明会」を開催。
〔組合員 92社〕

・ 日経平均株価がバブル経済崩壊後最安
値を更新。

・ 自民党の麻生内閣が総辞職、民主・社
民・国民の3党による15年振りの非自
民政権が誕生。

2010年
（平成22年）

５月20日、長野市「メルパルク長野」に
て平成22年度通常総会を開催。
10社が評価認定工場になりました。
2月28日、組合誌「てっこう長野」20号
の発刊。
「ZRC工法資格認定講習会」を開催。
〔組合員 76社〕

・菅内閣(民主党)が発足。
・尖閣諸島中国漁船衝突事件発生。
・ 根岸英一・鈴木章がノーベル化学賞を
受賞する。

・ハイチ地震が発生。
・ バンクーバーオリンピック(第21回冬季
オリンピック)開催。

・チリ地震が発生。

2011年
（平成23年）

５月19日、松本市「松本東急イン」にて
平成23年度通常総会を開催。
11社が評価認定工場になりました。
3月31日、組合誌「てっこう長野」21号
の発刊。
「溶融亜鉛メッキ割れの発生と対策研修会」
を同時開催。
〔組合員 69社〕

・ 東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)
が発生。

・ 地震と津波により福島第一原子力発電
所事故が発生。

・ 菅首相が退陣。野田佳彦が民主党代表
に選出され、野田内閣が発足。

・ 外国為替市場で1ドル＝75円31銭を付け、
円の戦後最高値を記録。
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

2012年
（平成24年）

５月25日、伊那市「マリエール伊那」に
て平成24年度通常総会を開催。
9社が評価認定工場になりました。
3月31日、組合誌「てっこう長野」22号
の発刊。
〔組合員 69社〕

・東京スカイツリー開業。
・ 消費税を10％に引き上げる消費税法改
正案が可決。

・ 第46回衆院選で、自民が大勝。民主党
の大敗。

・ 自民党総裁・安倍晋三が内閣総理大臣
に再就任。自公連立政権が発足する。

・ 山中伸弥がiPS細胞でノーベル生理学・
医学賞を受賞。

・ 欧州債務危機によりユーロが急落。1
ユーロ＝95円58銭を記録。

・ロンドンオリンピックが開催。

2013年
（平成25年）

５月21日、上田市「上田高砂殿」にて平
成25年度通常総会を開催。
８社が評価認定工場になりました。
組合誌「てっこう長野」23号・24号の発刊。
〔組合員 68社〕

・ 東証と大証が合併。株式会社日本取引
所グループ発足。

・ 黒田東彦が日銀総裁に就任。大胆な金
融緩和を開始。

2014年
（平成26年）

５月27日、長野市「ホテル国際21」にて
平成26年度通常総会を開催。
9社が評価認定工場となりました。
組合誌「てっこう長野」25号・26号の発刊。
〔組合員 67社〕

・ 2月に記録的な大雪。関東甲信地方を
中心に大きな被害が出た。

・ 日本一の高さを誇る超高層ビル「あべ
のハルカス」開業。

・消費税が５％から８％に増税。
・ ノーベル物理学賞受賞者に赤崎勇・天
野浩・中村修二の3人が決定。

・リニア中央新幹線が着工。
・ ソチオリンピック(第22回冬季オリンピ
ック)開催。

2015年
（平成27年）

５月27日、松本市「松本東急REI ホテル」
にて平成27年度通常総会を開催。
9社が評価認定工場となりました。
組合誌「てっこう長野」27号・28号の発刊。
「鉄骨精度測定指針改定講習会」を開催。
〔組合員 66社〕

・ 日経平均株価が一時、ほぼ15年ぶりに
2万円台を回復。

・ ノーベル生理学・医学賞に大村智、ノ
ーベル物理学賞に梶田隆章が選出される。

・ 日本郵政グループ3社が東京証券取引
所の一部に上場。

2016年
（平成28年）

５月20日、諏訪市「RACO華乃井ホテル」
にて平成28年度通常総会を開催。
9社が評価認定工場となりました。
組合誌「てっこう長野」29号・30号の発刊。
「第一回原価管理実践講習会」を開催。
〔組合員 66社〕

・ 熊本地震発生。震度７を2回観測。死者
267人。避難者数は183,882人にのぼった。

・ 日銀がマイナス金利政策を導入したこ
とにより、長期金利が過去最低を更新
した。

・ ノーベル生理学・医学賞に大隈良典が
受賞。

・北海道新幹線が開業。
・リオ五輪開催。
・ アメリカ大統領選、ドナルド・トラン
プが勝利。
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

2017年
（平成29年）

５月25日、上田市「東急REI ホテル」に
て平成29年度の通常総会を開催。
８社が評価認定工場となりました。
組合誌「てっこう長野」31号・32号の発刊。
「第二回原価管理実践講習会」を開催。
〔組合員 65社〕

・ 第48回衆議院議員総選挙にて自民党の
圧勝。

・ 日経平均株価が25年10ケ月ぶりの高値
2万2937.60円をつける。

・米ダウ平均は史上最高値の更新を続けた。
・ 日系英国人のカズオ・イシグロがノー
ベル文学賞を受賞。

2018年
（平成30年）

５月29日、長野市「ホテル国際21」にて
平成30年度通常総会を開催。
9社が評価認定工場になりました。
組合誌「てっこう長野」33号・34号の発刊。
JASS6改定とそれに伴う「鉄骨製作工場
の基準マニュアル集(改訂版)」勉強会の
開催。
「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規
準の改定講習会」を開催。
〔組合員 66社〕

・平昌オリンピック開催。
・日本銀行総裁の黒田東彦が再任された。
・ ７月初旬の集中豪雨により、西日本で
多くの河川が氾濫。死者200人を超える
甚大な被害となった。

・ 自民党総裁選挙で安倍晋三首相が3選。
第4次安倍改造内閣発足。

・ 北海道の胆振地方中東部で地震発生。
死者不明者40人以上。北海道全域で停
電が発生。

・本庶佑がノーベル生理学・医学賞受賞。
・ 築地市場が83年の歴史に幕。豊洲市場
が開場する。

2019年
（平成31年）

５月21日、松本市「ホテルブエナビスタ」
にて令和元年度通常総会を開催。
次期認定申請工場を対象に6月・10月に
研修会を開催。
11社が評価認定工場になりました。
組合誌「てっこう長野」35号・36号の発刊。
構造物鉄工・とび・UT・スタッド、実技
及び学科講習会の開催。
〔組合員 66社〕　

・ 第125代天皇が退位され(譲位)、皇太
子徳仁親王が天皇に即位、元号が平成
から「令和(れいわ)」に。

・ 日本の消費税率が８％から10％に変更
された。軽減税率も導入される。

・ 台風19号が首都圏を直撃。多くの河川
が氾濫し、大規模な浸水被害が発生。
13都県で記録的な水害。

・ノーベル化学賞に吉野彰が受賞。
・新国立競技場が完成。

2020年
（令和２年）

令和2年度通常総会、新型コロナウイル
ス感染の拡大により書面議決にて、懇親
会も中止となる。
10社が評価認定工場になりました。
組合誌「てっこう長野」37号・38号の発刊。
構造物鉄工・とび・UT・スタッド、実
技・学科の講習会及び技能検定は新型コ
ロナウィルス感染の影響により全て中止
となりました。
〔組合員 67社〕

・ 新型コロナウイルスの感染が世界的に
拡大し、東京オリンピック・パラリン
ピックの1年延期が決定。更に緊急事
態宣言が各地域で断続的に発令され、
飲食業・宿泊業・輸送業に深刻な影響
を及ぼす。

・ 安倍晋三首相が潰瘍性大腸炎の再発に
より辞任。自民党総裁選は菅義偉が勝
利し、第99代内閣総理大臣に就任。

・ 日経平均株価、3月の急落(1万6千円
台)から一転、11月には2万５千円台に
乗せ、29年ぶりの高値を記録。
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西暦
（和暦） 組合の活動 主な社会の出来事

2021年
（令和３年）

令和3年度通常総会、新型コロナウイル
ス感染の拡大により書面議決にて懇親会
は中止となる。
次期認定申請工場を対象に6月・10月に
研修会を開催。
11社が評価認定工場になりました。
組合誌「てっこう長野」39号・40号の発刊。
構造物鉄工・とび・UT・スタッド、実技
及び学科講習会の開催。
〔組合員 68社〕

・ 新型コロナのまん延により、緊急事態
宣言・まん延防止等重点措置が各地域
で断続的に発令される。

・ 新型コロナのワクチン接種が進む。秋
以降になって国内の新規感染者が激減
した。

・ 日経平均が30年半ぶりに一時30,000円
代を回復。

・ 静岡県熱海市で記録的な大雨の後、大
規模な土砂災害が発生した。死者26人、
行方不明者1名。

・ 東京オリンピック・パラリンピック、
無観客で開催。

・ 菅総理が退任。自民党の岸田文雄が第
100代内閣総理大臣に就任。

・ 真鍋淑郎(アメリカ国籍)がノーベル物
理学賞を受賞。

・ アメリカ大統領にジョー・バイデンが
正式に就任。

2022年
（令和４年）

3月に若里より吉田へ事務所の移転。3
月18日開所式。
５月20日、上田市「東急REI ホテル」に
て令和4年度通常総会を開催。
次期認定申請工場を対象に6月・10月に
研修会を開催。
9社が評価認定工場になりました。
組合誌「てっこう長野」41号・42号の発刊。
構造物鉄工・とび・UT・スタッド、実技
及び学科講習会の開催。
全構協より講師を招き「BCP(事業継続計
画)説明会」を開催。
フィットテスト講習会、事務局にて開催。
〔組合員 65社〕

・ コロナウイルスの第７波が再び猛威を
奮う。

・ 安倍晋三元首相が銃撃され死亡。国葬
が日本武道館にて執り行われる。

・エリザベス女王が死去される。
・西九州新幹線の開通。
・ ニューヨーク外国為替市場で円相場が
一時、1ドル140円台まで下落し、24年
ぶりの円安水準を更新。

・ 政府・日銀は急激な円安の進行を阻止
するため、ドル売り円買いの市場介入
を24年3カ月ぶりに実施。

・ 新型コロナウイルスの水際対策が緩和
され、入国者数の上限を引き上げへ。

・日中国交正常化から50周年を迎える。

2023年
（令和５年）

2月17日、組合創立50周年を迎える。
５月26日、長野市「メトロポリタン長野」
にて令和５年度通常総会と創立50周年式
典・講演会・祝賀会を開催。
次期認定申請工場を対象に6月・10月に
研修会を開催。
構造物鉄工・とび・UＴ・スタッド、実
技及び学科講習会の開催。
10月19日、長野県建設部・長野市建設部
との工場見学と技術懇談会を開催。
10月26日、関東支部　出張支部会を戸倉
上山田温泉　「笹屋ホテル」にて開催。
11月6日、運営委員会主催による人材セ
ミナーを開催。
　〔組合員 63社〕

・ 国内の出生数が初めて80万人を下回り、
少子化が想定を上回るペースで進む。

・ 新型コロナウイルスの感染症法上の位
置づけが５月８日から季節性インフル
エンザなどと同じ「５類 」に移行。

・円相場一時1ドル150円台に。
・ 株価値上がり1990年８月以来32年9カ
月ぶり「バブル景気」後の最高値更新。

・ G７広島サミットが５月19日から3日
間の日程で広島にて行われた。
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50th
役員の変遷
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1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982
昭和48年 昭和49年 昭和50年 昭和51年 昭和52年 昭和53年 昭和54年 昭和55年 昭和56年 昭和57年

会　長 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男

副会長

堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎

大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次

横林 九一 横林 九一 横林 九一 横林 九一

高山 陸雄 高山 陸雄 高山 陸雄 高山 陸雄 高山 陸雄 高山 陸雄 高山 陸雄

理　事 高山 元秀 高山 元秀 高山 元秀

相談役 堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎

総務
委員長

松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生

奥原 昌彦 奥原 昌彦 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠

総務副
委員長 青木　誠 青木　誠 汲田　修 汲田　修 汲田　修 汲田　修 汲田　修 汲田　修 汲田　修 汲田　修

経営
委員長 田中 洋三 田中 洋三 田中 洋三 田中 洋三

経営副
委員長

五味 五郎 五味 五郎 奥原 昌彦 奥原 昌彦 奥原 昌彦 奥原 昌彦 奥原 昌彦

高田　勝 高田　勝

労働安全
委員長 汲田　修 汲田　修

労働安全
副委員長 倉科 勝男 倉科 勝男

労働安全
委員 奥原 昌彦 奥原 昌彦 奥原 昌彦

市場
委員長 青木　誠 青木　誠

市場副
委員長 青木　誠 青木　誠

労務
委員長 倉科 季男 倉科 季男

教育技術
委員長 倉科 季男 倉科 季男

教育技術
副委員長 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男

委　員 高山 元秀 高山 元秀 高山 元秀

役員の変遷（1973年〜1982年）
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1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992
昭和58年 昭和59年 昭和60年 昭和61年 昭和62年 昭和63年 平成元年 平成2年 平成3年 平成4年

名誉会長 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男

特別理事
（㈳全構
連会長）

大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男

理事長 
（㈳全構
連総務委

員長）
青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠

理　事

高山 元秀 高山 元秀 高山 元秀 小林　長

鷲尾 宗男

五味三千雄 五味三千雄 五味三千雄 五味三千雄 五味三千雄 五味三千雄 五味三千雄

副理事長
（経営安定

委員）
小林　長 小林　長 小林　長 小林　長 小林　長 小林　長

副理事長
（経営安定
副委員長）

倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男

副理事長
・理事 花崎 和市 花崎 和市 花崎 和市

副理事長 倉科 季男

相談役

堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎 堀 健一郎

松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生 松橋 昭生

大塚 富次 大塚 富次 大塚 富次

副会長

青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠

鷲尾 宗男 鷲尾 宗男

倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男

総務
委員長 鷲尾 宗男 鷲尾 宗男 鷲尾 宗男 鷲尾 宗男 荒井　衛

総務委員 花崎 和市 花崎 和市 花崎 和市 花崎 和市

総務副
委員長 倉科 季男 倉科 季男

冬季五輪
委員長 荒井　 衛 荒井　 衛

検査制度
委員長 高山 元秀 高山 元秀 高山 元秀 高山 元秀 高山 元秀

検査制度
副委員長 高山 元秀 高山 元秀

検査制
度委員 鷲尾 宗男 鷲尾 宗男

経営副
委員長 奥原 昌彦 奥原 昌彦

委　員 五味三千雄

監　事 小林　長 小林　長 小林　長

役員の変遷（1983年〜1992年）
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1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年

理事長 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士

副理事長

寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 宮入 豊一 宮入 豊一 宮入 豊一 宮入 豊一 大久保公雄

原　 政廣 原　 政廣 原　 政廣 原　 政廣 原　 政廣 原　 政廣 原　 政廣 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重

倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 松田 健一 松田 健一 一ノ瀬清秀 一ノ瀬清秀 髙山 元秀 髙山 元秀 髙山 元秀

鈴木 多門 鈴木 多門 鈴木 多門 鈴木 多門 鈴木 多門 鈴木 多門 鈴木 多門 鈴木 多門 鈴木 多門 長田 吉弘

特別理事
大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠

倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男

理　事

小林　 長 小林　 長 小林　 長 青木　 誠 青木　 誠 寺島 大士 寺島 大士 清澤 俊朗 清澤 俊朗 清澤 俊朗

竹中 則義 竹中 則義 竹中 則義 竹中 則義 塚本 光男 塚本 光男 塚本 光男 大久保雅由 大久保雅由 鈴木 多門

荒井　 衛 荒井　 衛 荒井　 衛 荒井　 衛 荒井　 衛 荒井　 衛 荒井　 衛 大庭 　修 大庭 　修 大庭 　修

西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博

小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛 小口 喜衛

宮入 豊一 宮入 豊一 宮入 豊一 宮入 豊一 宮入 豊一 土屋 幸男 土屋 幸男 土屋 幸男 土屋 幸男 土屋 幸男

油谷 信治 長田仁四郎 長田仁四郎 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮入 豊一

宮島 邦之 小平 光彦 小平 光彦 内田 昌男 内田 昌男 内田 昌男 内田 昌男 内田 昌男

降幡 哲英 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫

石川 和夫 柳澤 謙三 柳澤 謙三 柳澤 謙三 柳澤 謙三 柳澤 謙三 柳澤 謙三

山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 堀内 光信 堀内 光信 堀内 光信

仲田 征一 野本 俊明 野本 俊明 高田 憲一 鷲尾 宗男 鷲尾 宗男 大久保公雄 大久保公雄 大久保公雄 酒井 和浩

大平 雅英 平林 貞幸 平林 貞幸 羽生田 厚 羽生田 厚 大沼 丈夫 大沼 丈夫 大沼 丈夫 大沼 丈夫 大沼 丈夫

松田 健一 松田 健一 松田 健一 平井 武彦 平井 武彦 平井 武彦 平井 武彦 平井 武彦 佐藤 一行

井出 国雄 井出 国雄 井出 国雄 井出 国雄 井出 国雄 井出 国雄 井出 国雄 井出 国雄 井出 国雄 稲垣 孝光

髙山 元秀 髙山 元秀 髙山 元秀 髙山 元秀 髙山 元秀 髙山 元秀 髙山 元秀 戸崎 輝夫 戸崎 輝夫 梅澤 孝次

長岡 秀秋 竹内 禧禮 竹内 禧禮 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋

谷野 　豊 谷野 　豊 谷野 　豊 谷野 　豊 竹内 芳治 竹内 芳治 竹内 芳治 岡本 　國

小笠原秀和 小笠原秀和 小笠原秀和 小笠原秀和 小笠原秀和 小笠原秀和 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦

村澤 憲治 村澤 憲治 村澤 憲治 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄

小笠原次郎 小笠原次郎 小笠原次郎 小笠原次郎 青島 広孝 青島 広孝 小林 弘幸

小松　 孝 小松　 孝 小松　 孝 小松　 孝 小松　 孝 小松　 孝 小松　 孝 小松　 孝

小林 宗春 小林 宗春 小林 宗春 長田 吉弘 長田 吉弘 長田 吉弘 長田 吉弘

中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則

専務理事 杉崎 義朗 伊藤 爽也 伊藤 爽也 伊藤 爽也 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫

常務理事
三井　 昇 三井　 昇 三井　 昇 三井　 昇

上野 篤男 上野 篤男 上野 篤男

監　事
竹内 芳治 三浦 啓史 三浦 啓史 竹内 芳治 竹内 芳治 高橋 久夫 高橋 久夫 山崎 直良 山崎 直良 西澤　 俊

山下 省一 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 内田 昌男 内田 昌男 東原 利治 東原 利治 内田己喜男 内田己喜男 永由 忠實

顧　問 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男

役員の変遷（1993年〜2002年）
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2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

理事長 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 高木 秀雄 高木 秀雄 高木 秀雄 高木 秀雄 高木 秀雄

副理事長

大久保公雄 大久保公雄 大久保公雄 牧　 哲生 牧　 哲生 牧　 哲生 牧　 哲生 牧　 哲生 牧　 哲生 飯島 正博

山邉 正重 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫

髙山 元秀 高木 秀雄 高木 秀雄 高木 秀雄 高木 秀雄 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 一ノ瀬徳雄

長田 吉弘 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治

特別理事
青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士

倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男

理　事

鈴木 多門 永由 忠實 永由 忠實 永由 忠實 永由 忠實

小口 喜衛 大日野茂行 大日野茂行 大日野茂行 大日野茂行 大日野茂行 大日野茂行 大日野茂行 大日野茂行 西澤　 章

宮入 豊一 井出　 亮 井出　 亮 井出　 亮 井出　 亮 今井 克彦 内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一

長岡 秀秋 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 工藤 倉一

戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝

宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸

中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋

内田 昌男 内田 昌男 内田 昌男 青木 久隆 青木 久隆 青木 久隆 青木 久隆 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方

土屋 幸男 横澤 直人 横澤 直人 横澤 直人 横澤 直人 横澤 直人 横澤 直人 横澤 直人 横澤 直人 熊澤雄一郎

高木 秀雄 宮下 一豊 宮下 一豊 宮下 一豊 宮下 一豊 柴田 卓志 倉科 賢三

小笠原敏彦 田村 秀治 田村 秀治 田村 秀治 田村 秀治 田村 秀治 田村 秀治 髙山 豊正

大庭　 修 大庭　 修 大庭　 修 小林 昭彦 小林 昭彦

酒井 和浩 大野 英雄 大野 英雄 大野 英雄 大野 英雄 大野 英雄 大野 英雄 酒井 和浩

飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博

堀内 光信 堀内 光信 堀内 光信 堀内 光信 堀内 光信 瀧澤壽美雄 瀧澤壽美雄 堀内 光信 堀内 光信 堀内 光信

戸崎 輝夫 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章

佐藤 一行 佐藤 一行 佐藤 一行 赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治

稲垣 孝光 稲垣 孝光 稲垣 孝光 稲垣 孝光 稲垣 孝光 稲垣 孝光

梅澤 孝次 村上 利雄 村上 利雄 村上 利雄 村上 利雄 村上 利雄

小林 弘幸 小林 弘幸 小林 弘幸 小林 弘幸

三澤　 清 関　 賢吾 関　 賢吾 関　 賢吾 関　 賢吾 山邉 正重

専務理事 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫

常務理事 上野 篤男 上野 篤男

監　事
永由 忠實 山邉 正重 山邉 正重 松田 健一 松田 健一 井出 国雄 井出 国雄 竹内 芳治 竹内 芳治 海野 宗夫

西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 戸崎 輝夫 戸崎 輝夫 西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 西澤　 俊 小笠原敏彦

顧　問
大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男 大久保斐男

青木 　誠 青木 　誠 青木 　誠 青木 　誠 青木 　誠

役員の変遷（2003年〜2012年）
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2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

理事長 髙木 秀雄 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 倉科 賢三 倉科 賢三

副理
事長

飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 飯島 正博 西澤　 章 西澤　 章 西澤　 章 西澤　 章 西澤　 章 西澤　 章

戸堀 一夫 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章 柳澤　 章

一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 一ノ瀬徳雄 倉科 賢三 倉科 賢三 倉科 賢三 倉科 賢三 内田 　聡 内田 　聡

赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治 赤羽 廣治 富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋

特別
理事

倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男

寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士 寺島 大士

髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄 髙木 秀雄

山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重 山邉 正重

理 事

山邉 正重 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋 長岡 秀秋

柳澤　 章 井出 国雄 井出 国雄 髙木登志郎 髙木登志郎 髙木登志郎 髙木登志郎 髙木登志郎 髙木登志郎

酒井 和浩 酒井 和浩 酒井 和浩 酒井 和浩 酒井 和浩 酒井 和浩 酒井 和浩 酒井 和浩 酒井 和浩 齊間 健次 齊間 健次

宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 宮嶋 信幸 飯島 正博 飯島 正博

堀内 光信 三浦 啓司 三浦 啓司 三浦 啓司 三浦 啓司 坂尻 正信 坂尻 正信 坂尻 正信 坂尻 正信 坂尻 正信 坂尻 正信

村上 利雄 村上 利雄 村上 利雄 依田　 孟 依田　 孟 依田　 孟 依田　 孟 依田　 孟 依田　 孟 依田　 孟 依田　 孟

内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一 内田 秀一 髙山 佳和 髙山 佳和

黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝 黒岩 文孝

富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋 富島 克洋 長田 謙一 長田 謙一 長田 謙一 長田 謙一

岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方 岡本 明方

西澤　 章 西澤　 章 西澤　 章 西澤　 章 西澤　 章 長岡 拓馬 長岡 拓馬 長岡 拓馬 長岡 拓馬

工藤 倉一 工藤 倉一 工藤 倉一 工藤 倉一 工藤 倉一 工藤 倉一 工藤 倉一 工藤 倉一 工藤 倉一 横澤 直人 横澤 直人

熊澤雄一郎 熊澤雄一郎 熊澤雄一郎 宮入 鋼平 宮入 鋼平 宮入 鋼平 宮入 鋼平 宮入 鋼平 宮入 鋼平

倉科 賢三 倉科 賢三 倉科 賢三 倉科 賢三 倉科 賢三 青木 久隆 青木 久隆 青木 久隆 青木 久隆 青木 久隆 青木 久隆

髙山 豊正 髙山 豊正 髙山 豊正 髙山 豊正 髙山 豊正 髙山 豊正 髙山 豊正 髙山 豊正 髙山 豊正

青木 光幸 青木 光幸 青木 光幸 青木 光幸 青木 光幸 青木 光幸

内田 　聡 内田 　聡 内田 　聡 内田 　聡 内田 　聡 内田 　聡

宮下　 健 宮下　 健 宮下　 健 宮下　 健 宮下　 健 宮下　 健 宮下　 健

監 事
海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 海野 宗夫 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 中嶋 光則 赤羽 廣治 赤羽 廣治

小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 小笠原敏彦 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 戸堀 一夫 吉池 和也 吉池 和也

顧 問
青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠 青木　 誠

倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男 倉科 季男

役員の変遷（2013年〜2023年）



25創立50周年に寄せて

50th
創立50周年に寄せて



26 創立50周年に寄せて

50周年に寄せて

長野県鐵構事業協同組合　相談役

髙 木  秀 雄

長野県鐵構事業協同組合　相談役

山 邉  正 重

　このたび、長野県鐵構事業協同組合が創立50周年を迎えられること誠におめでとうございます。
私は、平成19年から６年間理事長職を務めさせていただきました。当時業界は正に冬の時代でした。
各社共懸命に仕事をしながら利益を出す事が非常に難しい年が続きました。在任中、リーマンブラザ
ーズの破綻や東日本大震災、それに伴う東京電力福島原発の放射能漏れなど異常な事が続きました
が、なにより組合員の減少が一番心を痛めました。
　しかしながら、この間多くの組合員のみなさまのご厚情を賜り、理事長の職を全うできたこと厚く御
礼申し上げます。
　現在もロシアによるウクライナ戦争で原材料や原油電力費の高騰等、大変なこともありますが、幸い
現組合員はその後の努力により近代化が進み堅実な経営を続けられている事、大変うれしく思います。
　時代は変わっても組合員一同顔を合わせ一致団結する事が組合活動の原点だと思います。今後
70年、80年、100年と続くよう皆様の更なるご発展、ご活躍をご祈念申し上げます。

　全国鐵構工業協会は、1973年７月に関係団体の支援のもとに設立がされました。その時、東京か
らおよそ200km離れた長野県でも、長野県鐵構事業協同組合も同時に設立され、両協会は2023年
に記念すべき50周年を迎えることになります。
　弛まぬ50年の歩みには、様々な時代背景のなかで鐵構事業が逆風にさらされることもあり、1990
年代のバブル崩壊、2008年のリーマン・ショックはまさに逆風の真っ只中に我々は置き去りにされた
状態でした。そして今、我々があり続けるのは、人や組織の変化によって切り抜けた技術と経験値を
高めながら総合的に組織をつくり上げてきたからだと言えます。そこに求められたのは、「鉄は生き物、
心がある」の言葉で表現した鐵構への私の想いであり、同様に50年の歴史に培われた専門技術集
団の力強い矜持を持った生き方に裏打ちされることにもなりました。そして、我々はこの2つの考えが
融合(溶接)されることで、人の役に立ち喜ばれる仕事へと結びつくことを肝に銘じておかなければなり
ません。
　私たちは、これからも郷土の発展と長野県の鐵構事業の発展のために、精進を重ね参るとともに、
組合員の皆様におかれましては更なる発展とご活躍を祈念申し上げ、長野県鐵構事業協同組合50周
年記念の挨拶とさせて頂きます。

50周年に寄せて
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北信支部長

西 澤 　 章

東信支部長

柳 澤 　 章

　まず50周年を迎えるにあたり、先人たちの築き上げてくれた功績に敬意を表します。
　わたくしがこの業界に入って35年が経ちました。それから５年後、20周年記念が華々しく開催され
たことを思い出します。あの当時北信支部の会員も50社近くあったと記憶しております。徐々に会員も
減少を続け現在18社となっております。この30年の間にバブルの崩壊、不良鉄骨の発覚、阪神淡路
大震災、耐震偽装事件、リーマンショック、東日本大震災など我々を取り巻く環境は品質の向上、極
端な市場の収縮というとにかく多くの試練を乗り越えてきた年月といえます。そのたび私たちの業界は
助け合い、経営の強化はかりながら現在に至ります。
　今後の課題としては深刻な人手不足解消と我々の業界が広く知られなければならないことだと思っ
ています。賃金の向上や品質の維持には裏付けされた単価交渉が行われなければなりません。その
ための行動を起こしていく必要があります。これから先、60年、70年、100周年に向けて建設業の中で、
なくてはならない骨である鉄骨をしっかり後世へ受け継いでいきましょう。

　昭和48年に長野県鉄骨協会として、組合が発足されてから50年、その時間の長さに歴史と実績を
感じます。この間不良鉄骨が社会問題化し、工場自主認定制度から大臣認定へと製作工場認定制
度が導入され、品質保証への自主管理が求められました。
　そして工場製作では、溶接ロボット導入、図面CADさらにはBIMなど様々省力化への取り組みがさ
れて来ました。
　昨今は少子化社会により、若い働き手不足が深刻化し、多くのFABで外国人労働者に頼らなけれ
ばならない状況も生まれてきました。さらに社会環境の変化により組合員が減少し、私達東信支部の
組合員も上田地区3社、佐久地区７社の合計10社となりました。直近では鋼材・副資材・人件費
等の高騰、さらに2024年問題といわれる、時間外労働時間の制約は輸送コストの上昇、工場では
CAD図面作成や作業時間制約に直結し、ますます難しい企業運営を求められています。
　次の50年の間にこの業界の形がどのように変化して行くのか、楽しみでもあり不安も感じます。しか
しながら、我々の業界は社会基盤を支える大切な産業である事は、変わらないはずです。今後の業
界の発展に大いに期待したいと思います。

50周年に寄せて

50周年に寄せて
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中信支部長

内 田 　 聡

南信支部長

富 島  克 洋

50周年に寄せて

　長野県鐵構事業協同組合創立50周年おめでとうございます。この記念にあたり、これまで当組合
を支えていただいた 諸先輩方に敬意を申し上げるとともに、関係各社・団体の皆様には日頃のご協
力にあらためて感謝を申し上げます。
　中信支部は松本・安曇・大北地区の18社で組合活動をしております。毎月の例会活動において
各種研修会、親睦事業などで技術力の向上や横の繋がりを築き上げてきました。そして日常の仕事
上の協力や助け合いを行うことで事業推進の力となっております。また、青年部活動で育まれたお互
いの絆は支部の団結力の源であり、今後の青年部会員増強により益々の成果を期待する所であります。
　今回50周年記念事業にあたり、各支部の協力体制により歴史的一大イベントを行うことができ、今
後の仕事でもさらに地区を超えた交流や事業協力も取り組んでいくことができると感じております。50
周年企画スローガンの「これまでの50年に感謝、これからの50年に希望」のとおり、これからの50
年に希望を持ち、組合員の気持ちを一つに我々と次世代の力で、さらに前進した組合となる様取り組
んで参りたいと思います。なにとぞ皆様のご協力をお願い申し上げます。
　最後になりましたが、長野県鐵構事業協同組合と、組合員の皆様の益々のご発展をお祈り申し上
げます。

　長野県鐵構事業協同組合設立50周年誠におめでとうございます。またこれまでに当組合の活動
にご尽力いただきました諸先輩方並びに関係者の皆様に心より感謝を申し上げ敬意を表します。
　これまでオイルショック、バブル崩壊、リーマンショック、大震災や激甚災害などを経験し、更には
ここ数年の大きな影響が長引くコロナ禍、ウクライナ軍事侵攻や原油価格の高騰に伴う物価上昇等、
不安材料は目白押しで私たちにおいては昨今の鋼材価格の高騰・調達難により、先が見通せない
状況となっております。そんな幾多の試練に皆様と耐え今ここにいられることを幸せに思います。
　今後もファブ業界にとっては、「品質確保・向上」や「人材確保」と並んで、「適正価格の受
注」が重要な課題となっており、組合員の皆様と共に組合を活用しながら情報交換し、課題を共有
していくことがなにより大切だと考えておりますので皆様のご協力賜りながら、私も頑張っていきたい
と思います。
　今後の長野県鐵構事業協同組合と組合員の皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。

50周年に寄せて
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運営委員長

青 木  光 幸

技術委員長

髙 木  登 志 郎

　長野県鐵構事業協同組合創立50周年、誠におめでとうございます。
　組合事業の柱の一つであります、技術委員長を任され、まだ2年目の若輩ではございますが、技
術委員の皆さんをはじめ諸先輩方のお力添えにより何とか事業の計画、実施を行えております。この
場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　現在技術委員会の主な活動といたしましては、技能検定（構造物鉄工・とび作業）の講習会の
実施及び検定補助、NDI超音波検査、スタッド溶接の資格取得、更新に向けた講習会及び検定の
実施、性能評価講習会、工場サポートの実施があります。
　特に、技能検定関係の歴史は古く、鉄工は昭和49年より、とび作業は昭和57年頃より行った記
録があります。
　長い歴史の中で多くの国家資格である【技能士】が生まれたと思いますが、業界の地位と技術
の向上の一助になっていると思います。鉄骨加工の方法も変わり、時代に則していない作業方法に
なっているとの声もありますが、正確、安全に時間内で仕上げることの重要性を問われているのでは
ないかと考えます。今後も、各種講習会等を通して、組合員の受益、地域社会に貢献できるよう技
術委員会として日々研鑽してまいりたいと思いますので、より一層のご協力の程宜しくお願い致します。
　最後になりますが、組合員の皆様の更なるご活躍と、ご健勝を祈念申し上げます。

50周年に寄せて

50周年に寄せて

　このたび、長野県鐵構事業協同組合が創立50周年を迎えられましたことに、心よりお慶び申し上げ
ます。改めて組合の礎を築き、業界の発展のためにご尽力された諸先輩方に、深く敬意を表します。
　我々を取り巻く環境はここ数年で大きく変わりました。ハード面ではあらゆる場面でITやDXなどを活
用し、アナログからデジタル化に大きく進化を遂げ、またソフト面においては少子高齢化に伴い、労働
力人口の確保に向けて、働きやすい職場環境への改善が進められました。
　当組合も時代に合わせ、共済事業、経営安定化支援、性能評価サポート、技術教育、資格者育
成などの共同運営はもとより、最新ツール/システムの情報提供や、働き手確保に向けた業界PR活動、
施主や元請、行政への地位向上活動など、事業内容は広範囲にわたっております。
　40周年誌にも載せましたが、組合とは、会員相互間の情報の共有と横のつながり、並びに業界の
結束力を高める場だと思います。
　この業界も近いうちに更なる変革期を迎え、想像を超えるイノベーションが起きるかもしれません。
　次の後継世代の為にも、常に情報収集に努め、共有かつアップデートを繰り返し、希望が持てる、
夢を与えられる魅力ある業界を築いていきましょう。
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青年部会長

長 岡  拓 馬

　長野県鐵構事業協同組合創立50周年、おめでとうございます。
　昭和48年設立以来半世紀に渡り我々鉄骨業の発展と継続を守る為に、諸先輩方が手を取り合い、
技術の向上、経営の改善などにご尽力されてきたことに感謝申し上げます。
　当社が組合に携わって約40年、私が現社長から組合活動を引き継いで10年弱となります。50周
年記念誌の寄稿にあたり当社に保管されていた長野県鐵構事業協同組合の過去の記念誌を読ませ
て頂きました。そこには昭和48年からの設立、経緯、各会社の紹介など多岐にわたる記事となって
おりました。中でも平成3年に行われた座談会の記事は当時の諸先輩方の赤裸々な言葉で設立の
経緯（堅い結束の話など）やその後の歩みが綴られており、当組合の歴史を感じるものであり、読
み入ってしまいました。
　「賢者は歴史に学ぶ」—という言葉があります。諸先輩方が築き上げてきた歴史や当時の思いを
学び、知ることで経験と価値に変え、これから先の未来を作るべく我々青年部は一致団結し、新た
な歴史を作り上げていきましょう。

50周年に寄せて
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□概要
　松本金山会（会長・髙木秀雄フィット工業
㈱相談役）は、松本市南深志の総鎮守であ
る深志神社（通称天神さま）境内に鎮座さ
れる金山神社にお祀りする金山彦命を鉄工・
金属業の守護神としてご神徳を崇敬・信仰し、
業界の発展を目的とする会で、中信地域の鉄
鋼、機械金属の加工、金物業者など60社(令
和５年９月現在)を会員とする。県内には、か
つては各地域に小規模な「寄合」や「無尽」
等、同業者の集まりがあったようだが、本会の
ような広範囲な地域にわたる会は、今はない。

□歴史・社殿・総本社
　発会は昭和23年で、今年で75年となるが、
その前史は江戸時代に遡る。城下町として
発展した松本には、鉄砲鍛冶・刀鍛冶・銅
鉄・ 蹄鉄・ 錠前・ 鋳物・ 鋳懸・ 車鍛冶・
釘鍛冶・大工具・鍋屋など鉄を扱う多くの職
種（「鍛冶工」）・業種が営まれており、鍛冶
町・鍋屋小路などもあった。それら金物細工
職や金物商いの人々により、文化・文政の頃

（19世紀初め）には11月8日に鞴（ふいご）
祭りが行われ、また深志神社境内に金山神
社が祀られた。その年紀は不詳だが、天保
14年（1843）成稿の『善光寺道名所図会』
に載せる深志神社境内図には「金山ゴンゲン

（権現）」が、本殿諏訪宮の南に西面して描
かれている（図①）。今の社殿は、嘉永元年

（1848）11月７日に建替えられた（棟札）。
　鎮座の場所は、明治以降境内地の整備に
より幾度か移されたが、昭和39年頃に境内
松尾神社（酒造業の守護神）と同じ社殿内
に遷り、お祀りされている。平成元年、神殿

を増築した。
　なお金属業・鉄鉱業の全国の総本社とし
て古くから信仰を集めているのは岐阜県不破
郡垂井町鎮座の南宮大社（なんぐうたいしゃ、
美濃国一宮、元国幣大社）で、その祭神を
祀る神社は現在、全国に約７百数十社、長
野県内に約30社である。

□祭神
　深志神社の金山神社の主祭神は金山彦命

（かなやまひこのみこと）で、石凝姥命（い
しこりどめのみこと）・天目一目命（あめのま
ひとつのみこと）を合せ祀る。金山彦命は神
話の時代、伊耶那美命（いざなみのみこと）
が火之迦具土神（ひのかぐつちのかみ）を
お生みになられた際にお生まれになられ、火
を扱い、鉄・黄銅の加工技術を始められた
神として崇敬を集めてきた。

□お祭り
　全国の鞴祭りと同じく、秋も深まり本格的
な冬が間近な毎年11月７日宵祭り、8日に本
祭りが、永い伝統を守り、多数の会員・来
賓参列のもとに盛大に神事を行い、会員企
業・業界の発展と、社員が安全第一で仕事

松本金山会の紹介
深志神社宮司　牟 禮 　 仁

特別寄稿特別寄稿

▲図①江戸後期の「金山ゴンゲン（権現）」社殿
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に励み、事故無く暮らせる１年であることを祈
願する【写真②】。
　７日宵祭りの直会では、必ず焼いたサンマ
を食べる習わしとなっており、また8日の本祭
りにはミカンを欠かさずにお供えし、ふるまう。
ミカンを食べると、風邪にかからないと信じら
れていたためという。また、8日直会の席に
は祭神金山彦命ゆかりの掛軸を掲げて【写
真③】、「♪しばしも休まず　槌打つひびき　
飛び散る火の玉　はしる湯玉　鞴の風さえ　
息をもつがず　仕事に精出す　村の鍛冶屋
♪」の「村の鍛冶屋」を全員で唱歌する。

□松本地域に於ける同業有志組合の経過、
　寄進奉納物など
　明治以降、昭和23年の松本金山会発会ま
での関係業界・組合の変遷を列記する（同
会記録による）。
　明治初期・金物組合、明治・松本鋼鉄機
械組合、松本鋼鉄製糸機械組合、信濃職工
奨励会、大正2年松本金物商組合（鉄工・
金物業者合流）、大正７年金山講（無尽会）、
大正10年松本鉄工業組合（組合長丸山弥
三郎氏）、大正15年松本鉄工業組合、戦時

中・松本鉄工機械工業組合、終戦前後・
松本鉄工業組合二次、松本機械金属工業会、
昭和23年春・松本金山会設立（初代会長丸
山鉄工所丸山光弥氏）
　その間に多くの寄進奉納がなされてきた。
石鳥居（明治32）・神号額（明治33）、社号
額（黄銅製・大正15秋山白巌揮毫）、鉄柱
鉾（大正15）、神剣（大正15）、御大典記
念大幟（昭和3・小里頼永松本市長揮毫）・
幟り立て（昭和3）・五ツ燈篭（昭和3）・鉄
製大鳥居（昭和49）など。
　以上のように、松本金山会では金山神社
を業界の守護神、心のより処・絆として信仰
して各企業が幾多の研鑽と無限の追求を重
ねて、「技術国家日本の基（もとい）」である
鉄を主軸とするその基盤展開と社会の発展の
一端を担うべく一致協力し、尽力してきている。

▲写真② 11月7日宵祭りの社殿

▲写真③金山彦尊の掛軸
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50th
想い出アルバム
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1973年（昭和48年）～1985年（昭和60年）
昭和47年度　昭和48年2月17日　長野市 長野国際会館にて「長野県鉄骨協会」の

創立総会を開催し、正式に発足。会員140社が出席。

1985年
長野県鐵構事業協同組合　創立

昭和48年４月16日　長野県鉄骨協会　第１回通常総会
大久保初代会長（㈱角藤）　挨拶　松本ビル（松本市）

昭和48年４月16日　長野県鉄骨協会　第１回通常総会
祝賀パーティー　松本ビル（松本市）

昭和48年４月16日　長野県鉄骨協会　第１回通常総会
講演会　松本ビル（松本市）

構造物鉄工　実技講習会昭和60年　長野県鐵構事業協同組合に改組
通常総会　長野国際会館（長野市）



37想い出アルバム

1991年（平成3年５月28日）　組合創立20周年記念

2002年（平成14年５月）　組合創立30周年記念

平成３年５月28日
組合創立20周年記念式典、通常総会併催
理事長：青木　誠氏
長野国際会館（長野市）

平成14年５月17日　組合創立30周年記念式典、通常総会併催
理事長：寺島　大士氏　ホテルメトロポリタン長野（長野市）

1993年（平成５年）

衆議院議員
１区　小坂　憲治氏
２区　羽田　孜氏、井出　正一氏
３区　中島　衛氏
４区　村井　仁氏

長野県選出国会議員（平成４年当時）懇談会
参議院議員
下条　進一郎氏

ザ・キャピトルホテル東急（東京都千代田区）



38 想い出アルバム

1993年（平成５年）～1994年（平成６年）

平成５年２月22日〜23日　研修会
日本鋼管（神奈川県川崎市）

平成５年７月4日　とび　実技講習会
ポリテクセンター松本（松本市）

平成５年７月10日　構造物鉄工　実技講習会
上田地域高等職業訓練センター（上田市）

平成５年５月26日　通常総会
ホテル国際会館（長野市）

平成６年10月20日
山梨　TOWAの会

平成６年３月25日　青年部　通常総会
浅間温泉（松本市）

平成５年５月30日　通常総会
サンピア松本（松本市）



39想い出アルバム

1995年（平成７年）～1996年（平成８年）

平成７年５月30日　通常総会
RAKO華乃井ホテル（諏訪市）

平成７年５月30日　通常総会　懇親会
RAKO華乃井ホテル（諏訪市）

平成８年５月30日　通常総会
長野厚生年金会館（長野市）

平成８年７月29日　とび　実技講習会
ポリテクセンター松本（松本市）

平成８年９月13日
新潟組合との懇談会



40 想い出アルバム

1997年（平成９年）～1998年（平成10年）

平成９年５月13日
青年部通常総会

平成９年５月16日　通常総会
小諸グランドキャッスルホテル（小諸市）

平成10年５月27日　通常総会
安曇野スイス村サンモリッツ（安曇野市）

平成10年５月27日　通常総会　懇親会　中信支部による余興
安曇野スイス村サンモリッツ（安曇野市）



41想い出アルバム

1999年（平成11年）～2000年（平成12年）

平成11年９月27日　埼玉県組合　来県　共同受注について懇談
ホテルメトロポリタン長野（長野市）

平成12年５月23日　通常総会
ホテル国際21（長野市）

平成11年９月27日　埼玉県組合　来県　共同受注に
ついて懇談　ホテルメトロポリタン長野（長野市）

平成12年３月24日〜25日　スタッドジベル溶接技術　
講習会、検定　ポリテクセンター松本（松本市）

平成12年
長野県庁訪問　長野県知事へ陳情

平成11年10月15日
南信支部　技術講習会



42 想い出アルバム

2001年（平成13年）～2002年（平成14年）

平成13年５月18日　通常総会
国際クリスタルホール（上田市）

平成13年10月10日〜12日
パソコン操作教室　組合事務局（長野市）

平成14年５月14日　青年部通常総会
第一ホテル（長野市）

平成14年６月30日　とび　実技講習会
松本ふれあい技能センター（松本市）

平成13年12月７日　三県交流懇談会
ホテルハイマート（新潟県上越市）

平成14年５月17日　組合創立30周年記念式典、通常
総会併催　ホテルメトロポリタン長野（長野市）
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平成15年５月15日　通常総会
ホテルブエナビスタ（松本市）

平成15年10月６日　建産連　決起集会
ひまわり公園（長野市）

平成15年５月15日　通常総会
ホテルブエナビスタ（松本市）

平成16年５月18日　通常総会
天空の城　三宜亭本館（飯田市）

平成16年５月18日　通常総会　懇親会
天空の城　三宜亭本館（飯田市）

平成16年５月18日　鉄骨工事契約適正化緊急会議
天空の城　三宜亭本館（飯田市）

2003年（平成15年）～2004年（平成16年）



44 想い出アルバム

2005年（平成17年）～2006年（平成18年）

平成17年５月　青年部　通常総会
第一ホテル（長野市）

平成17年５月18日　通常総会
佐久壱萬里温泉（佐久市）

平成18年５月17日　通常総会
ホテルメルパルク長野（長野市）

平成18年５月
青年部　通常総会

平成18年５月
青年部　通常総会

平成18年10月27日　青年部　海外研修旅行
㈱ポスコ見学（韓国　釜山）



45想い出アルバム

2007年（平成19年）～2009年（平成21年）

平成19年３月20日
青年部　信州建築構造協会意見交換会

平成19年11月８日
全国鐵構工業協会　第2回全国大会

平成21年５月17日
青年部　関東ブロック　そば打ち研修会

平成21年
性能評価　研修会

平成21年
東信支部　研修旅行

平成19年12月７日
青年部　長野山梨合同懇談会

平成21年５月20日　通常総会
国際クリスタルホール（上田市）

平成19年７月６日　中信支部　研修旅行
三井造船見学
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2010年（平成22年）～2011年（平成23年）

平成22年５月１日　正副理事長　常任理事会
受付風景　ホテルメルパルク長野（長野市）

平成22年９月３日　中信支部　研修旅行
美浜原発、白川郷　見学（岐阜、福井方面）

平成23年１月14日　顧問県議、行政懇談会前打合せ
ホテル国際21（長野市）

平成23年５月19日　通常総会　
東急イン（松本市）

平成23年５月19日　通常総会　懇親会
萩原清　県議　挨拶　東急イン（松本市）

平成23年１月29日
青年部　役員会

平成22年10月30日
青年部　役員会・研修会

平成22年５月20日　通常総会　髙木理事長　挨拶
ホテルメルパルク長野（長野市）
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2012年（平成24年）

平成24年９月25日　技能五輪全国大会　長野にて開催　競技風景
ふれあい技能センター（松本市）

平成24年１月　顧問県議、行政懇談会
ホテル国際21（長野市）

平成24年５月25日　通常総会　構造物鉄工
遠藤講師　感謝状贈呈　マリエール伊那（伊那市）

平成24年11月８日　金山祭
深志神社（松本市）

平成24年１月　新年会（顧問県議、行政懇談会　併催）
ホテル国際21（長野市）

平成24年９月25日　技能五輪全国大会　長野にて開催
構造物鉄工の職種にて参加

平成24年11月９日　青年部　三県合同交流会
スカップ軽井沢（軽井沢町）
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2014年（平成26年）～2015年（平成27年）

平成26年４月
北信支部　研修旅行

平成27年３月７日〜９日　北信支部　研修旅行
日光鬼怒川方面

平成27年３月７日〜９日　北信支部　研修旅行
富岡製糸場（群馬県富岡市）

平成27年３月７日〜９日　北信支部　研修旅行
日本三大名瀑　華厳の滝（栃木県日光市）

平成27年３月７日〜９日　北信支部　研修旅行
日光東照宮（栃木県日光市）
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2016年（平成28年）

平成28年３月　北信支部　研修旅行
金沢方面

平成28年６月５日　構造物鉄工　現図講習会
上田地域高等職業訓練センター（上田市）

平成28年６月11日　とび技能士　実技講習会　１級重量物運搬
ふれあい技能センター（松本市）

平成28年３月
東信支部　研修旅行
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2017年（平成29年）

平成29年１月25日　顧問県議、行政懇談会
新年会併催　ホテル国際21（長野市）

平成29年６月10日　とび技能士　実技講習会
1級重量物運搬　ふれあい技能センター（松本市）

平成29年６月10日　とび技能士　実技講習会
小屋組　ふれあい技能センター（松本市）

平成29年６月11日　構造物鉄工　実技講習会
上田地域高等職業訓練センター（上田市）

平成28年３月
北信支部　研修旅行　東京方面
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2018年（平成30年）

平成30年２月23日　技術委員会　研修旅行
東京方面　首相官邸見学

平成30年２月23日　技術委員会　研修旅行
東京方面　国会議事堂見学

平成30年３月29日
青年部　研修会　ストレッチ

平成30年11月13日
信州の名工（卓越技能者　知事表彰）

長野県庁（長野市）

平成30年11月13日　信州の名工
（卓越技能者　知事表彰）長野県庁（長野市）
出席者　中嶋光則様（㈱中島鐵工所　社長）受章



52 想い出アルバム

2019年（令和元年）

平成31年３月１日　北信支部　研修旅行　
鉄建工業㈱　見学（福井県福井市）

平成31年３月
東信支部　研修旅行　大阪方面

令和元年11月　信州の名工（卓越技能者　知事表彰）
髙木秀雄様（フィット工業㈱会長）受章　受章風景（長野市）

令和元年11月30日　青年部　三県合同研修会
松本城見学（松本市）

令和元年５月25日
青年部　関東ブロック総会　長野開催



53想い出アルバム

2020年（令和２年）～2021年（令和３年）

令和２年10月22日　長野市産業振興功労（技能） 表彰
村上利雄様（吉池鉄工㈱　専務）受章　長野市芸術館（長野市）

令和２年11月2日　信州の名工（卓越技能者　知事表彰）
髙山豊正様（㈱髙山製作所　専務）受章　犀北館（長野市）

令和２年11月7日　超音波探傷検査　技術者　実技講習会
ポリテクセンター松本（松本市）

令和３年２月18日　溶接ヒューム　特定化学物質指定
による講習会　長野バスターミナル会館（長野市）

令和３年５月18日　常任理事会
組合事務局（長野市）



54 想い出アルバム

2021年（令和３年）～2022年（令和４年）

令和３年６月５日　構造物鉄工　実技講習会
上田地域高等職業訓練センター（上田市）

令和３年11月２日　信州の名工（卓越技能者　知事表彰）
赤羽廣治様（赤羽鉄工㈱　社長）受章　犀北館（長野市）

令和４年３月18日　長野県鐵構事業協同組合　事務局移転
開所式　神事　組合事務局（長野市）

令和４年５月20日　通常総会
上田東急REIホテル（上田市）

令和４年３月18日　長野県鐵構事業協同組合　事務局移転
開所式　新事務局　会議室　組合事務局（長野市）



55想い出アルバム

2022年（令和４年）

令和４年５月20日　通常総会
上田東急REIホテル（上田市）

令和４年６月17日　Mグレード部会
通常総会

令和４年10月14日　技術委員会
反省会（東北信地区）　上田市内

令和４年11月21日　倉科季男氏　旭日双光章受章
組合事務局内にて伝達（コロナ禍により授与式は省略）

令和４年10月６日　性能評価研修会＆BCP講習会
松本勤労者福祉センター（松本市）

令和４年10月28日　技術委員会
反省会（中南信地区）　松本市内



56 想い出アルバム

2023年（令和５年）

令和５年１月25日　顧問県議、行政懇談会　新年会併催
ホテル犀北館（長野市）

令和５年１月25日　顧問県議、行政懇談会　新年会併催
ホテル犀北館（長野市）

令和５年２月10日　青年部　研修旅行（石川県方面）
兼六園（石川県金沢市）

令和５年２月10日　青年部　研修旅行（石川県方面）
YKK㈱　北陸営業所見学（石川県金沢市）

令和５年２月23日　技術委員会　研修旅行
（東京方面）国立競技場見学（東京都新宿区）

令和５年２月23日　技術委員会　研修旅行
（東京方面）国立競技場見学（東京都新宿区）



57想い出アルバム

令和５年10月26日　関東支部会　長野出張支部会
長野県組合との交流会議　笹屋ホテル（千曲市）

令和５年10月26日　関東支部会　長野出張支部会
合同懇親会　笹屋ホテル（千曲市）

令和５年10月27日　関東支部会　長野出張支部会
ゴルフコンペ　川中嶋カントリー（長野市）

2023年（令和５年）

令和５年２月23日　技術委員会　研修旅行
（東京方面）国立競技場見学（東京都新宿区）

令和５年２月23日　技術委員会　研修旅行
（東京方面）国立競技場見学（東京都新宿区）

令和５年２月23日　技術委員会　研修旅行
（東京方面）国立競技場見学（東京都新宿区）

令和５年２月23日　技術委員会　研修旅行
（東京方面）隅田川クルーズ（東京都品川区）



58 想い出アルバム

2023年（令和5年）

令和５年５月26日　組合創立50周年記念式典、通常総会併催
組合員　参加者集合写真　ホテルメトロポリタン長野（長野市）

令和５年５月26日　組合創立50周年記念式典、通常総会併催
組合功労者　表彰　ホテルメトロポリタン長野（長野市）

令和５年５月26日　組合創立50周年記念式典、
通常総会併催　髙木相談役　挨拶

ホテルメトロポリタン長野（長野市）

令和５年５月26日　組合創立50周年記念式典、
通常総会併催　倉科理事長　挨拶

ホテルメトロポリタン長野（長野市）

令和５年５月26日　組合創立50周年記念式典、
通常総会併催 記念講演　小平奈緒さんを迎えて

ホテルメトロポリタン長野（長野市）
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61組合構成

令和５年度　長野県鐵鋼事業協同組合役員名簿
役職名 氏　　名 企　業　名 所属支部 住　　所 TEL

理 事 長 倉科　賢三 ㈱ 倉 科 鐵 工 所 中　信 〒390-1243
松本市大字神林3878 0263-26-2388

副理事長 西澤　　章 ㈱ 西 澤 製 作 所 北　信 〒381-2207
長野市大橋南1丁目20番地1号 026-284-3332

〃 柳澤　　章 ㈱ 柳 澤 鐵 工 所 東　信 〒385-0051
佐久市中込3400-7 0267-62-1152

〃 内田　　聡 ㈲ 内 田 工 業 中　信 〒399-8211
安曇野市堀金烏川2023-3 0263-73-2394

〃 富島　克洋 ㈲ 富 島 鉄 工 所 南　信 〒396-0111
伊那市大字美篶10797-1 0265-78-2929

特別理事 髙木　秀雄 フ ィ ッ ト 工 業 ㈱ 中　信 〒390-1131
松本市大字今井7155-53 0263-58-7744

〃 山邉　正重 ㈱ 三 協 産 業 東　信 〒386-1604
小県郡青木村殿戸19８ 0268-49-2757

理 事 青木　光幸 ㈱ 青 木 鐵 工 所 北　信 〒382-0062
須坂市大字小島字松川添1476-166 026-246-8855

〃 青木　久隆 ㈲ ア オ キ ビ ル ド 北　信 〒383-0053
中野市大字草間2011-1 0269-22-5567

〃 飯島　正博 ㈱ 飯 島 工 業 所 北　信 〒387-0007
千曲市大字屋代902 026-272-2478

〃 宮入　鋼平 ㈱ 宮 入 鉄 工 所 北　信 〒381-1225
長野市松代町東寺尾2628 026-278-5888

〃 黒岩　文孝 マ ル ム ツ 建 工 ㈱ 東　信 〒384-0301
佐久市臼田1825-6 0267-82-2666

〃 坂尻　正信 ㈱ 三 協 産 業 東　信 〒386-1604
小県郡青木村殿戸198 0268-49-2757

〃 長岡　拓馬 長 岡 鉄 工 ㈱ 東　信 〒389-0115
北佐久郡軽井沢町大字追分703-1 0267-45-5279

〃 依田　　孟 ㈲ 依 田 鉄 工 所 東　信 〒384-2105
佐久市矢嶋19-1 0267-58-2658

〃 齊間　健次 堀 金 工 業 ㈱ 中　信 〒399-8305
安曇野市穂高牧173-3 0263-83-3624

〃 髙木登志郎 フ ィ ッ ト 工 業 ㈱ 中　信 〒390-1131
松本市大字今井7155-53 0263-58-7744

〃 髙山　佳和 ㈱ 髙 山 製 作 所 中　信 〒390-1242
松本市大字和田3967-20 0263-47-8809

〃 横澤　直人 ㈲ 一 陽 鐵 建 社 中　信 〒399-8501
北安曇郡松川村1494番地 0261-62-2713

〃 岡本　明方 ㈲ 岡 本 鉄 工 所 南　信 〒399-3102
下伊那郡高森町吉田2190 0265-35-2478

〃 長田　謙一 ㈱ カ ネ タ 南　信 〒391-0013
茅野市宮川1359 0266-72-6536

〃 宮下　　健 ㈱ 宮 下 鉄 工 南　信 〒396-0001
伊那市福島215 0265-78-1151

顧 問 倉科　季男 ㈱ 倉 科 鐵 工 所 中　信 〒390-1243
松本市大字神林3878 0263-26-2388

監 事 吉池　和也 吉 池 鉄 工 ㈱ 北　信 〒381-1231
長野市松代町松代92の1 026-278-6530

〃 赤羽　廣治 赤 羽 鉄 工 ㈱ 南　信 〒399-4601
上伊那郡箕輪町大字中箕輪8092 0265-79-2448
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令和５年度　青年部会名簿
役職名 氏　　名 企　業　名 所属支部 住　　所 TEL

会 長 長岡　拓馬 長 岡 鉄 工 ㈱ 東　信 〒389-0115
北佐久郡軽井沢町大字追分703-1 0267-45-5279

副 会 長 青木　　誠 ㈲ ア オ キ ビ ル ド 北　信 〒383-0053
中野市大字草間2011-1 0269-22-5567

〃 山邉　正喜 ㈱ 三 協 産 業 東　信 〒386-1604
小県郡青木村殿戸198 0268-49-2757

〃 髙木　常典 フ ィ ッ ト 工 業 ㈱ 中　信 〒390-1131
松本市大字今井7155-53 0263-58-7744

〃 熊谷　　剛 ㈱ 小 笠 原 鐵 工 南　信 〒395-0301
下伊那郡阿智村大字春日1145 0265-43-2035

会 計 宮入　鋼平 ㈱ 宮 入 鉄 工 所 北　信 〒381-1225
長野市松代町東寺尾2628 026-278-5888

理 事 袖山　大和 ㈱ 飯 島 工 業 所 北　信 〒387-0007
千曲市大字屋代902 026-272-2478

〃 平野　　諭 ㈱ 平 野 建 設 工 業 北　信 〒382-0800
上高井郡高山村大字高井6060番地6 026-248-8866

〃 吉池　悠汰 吉 池 鉄 工 ㈱ 北　信 〒381-1225
長野市松代町東寺尾2874 026-278-6530

〃 戸堀　　晃 ㈲ 戸 堀 鉄 工 所 東　信 〒386-0406
上田市下丸子729-1 0268-42-4616

〃 関　　貴史 堀 金 工 業 ㈱ 中　信 〒399-8305
安曇野市穂高牧173-3 0263-83-3624

〃 宮嶋　利彰 興 研 工 業 ㈱ 南　信 〒399-4602
上伊那郡箕輪町大字東箕輪4895-3 0265-79-3323

監 事 下田　悟司 ㈲ 下 田 鉄 工 所 北　信 〒382-0098
須坂市墨坂南1-15-7 026-245-2600
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64 組合員企業の紹介

■ 北 信 支 部（ 中 野・須 坂 地 区 ）

工場認定番号　TFBH-204136

有限会社 アオキビルド 創　　業：1972年7月1日
代 表 者：青木　久隆
事業内容：建築鉄骨製作

沿　　革
1972年７月：創業
1991年６月：会社設立
2015年10月：国土交通大臣認定
　　　　　　 Hグレード取得
2020年８月：新工場移転

会　社　概　要

「事業は誠を悉くし　救済を念とす」
私たちは、建築鉄骨の製作を通して「みんなの
笑顔もつくる会社」になろうというMission
（ や る べ き こ と ） を 掲 げ ま し た 。 そ し て
Missionを達成するために「お客様・地域、会
社、社員みんなの笑顔を循環させる街づくり」
をVision（目指すあるべき姿）と考え、日々の
業務に励んでいます。今後もみんなが笑顔にな
れるよう努力してまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒383-0053
中野市大字草間2011-1
TEL.0269-22-5567
FAX.0269-23-1481
URL：https://aokibuild.jp 青木　久隆

奧村　剛

工場認定番号　TFBM-235243　

有限会社 長野奥村製作所 創　　業：1973年
代 表 者：奥村　剛
事業内容：鉄骨製作、鉄骨階段製作、
　　　　　建築金物製作
沿　　革
1973年：創業
1990年：現在地の高丘工場団地に
 移転、第１工場建設
2004年：第２工場建設
2006年：Rグレードを取得
2008年：Mグレードを取得

会　社　概　要

・誠実に行動し信頼を得る。
・ 自らの仕事に誇りをもち、仕事を通じて社会

の発展に寄与する。
・ 客先、仕入先、自社が共に発展出来るように

考える。

会社の方針、考え方、理念

〒383-0053
中野市大字草間1335-1
TEL.0269-22-5717
FAX.0269-26-1431
URL：http://www.nagano-okumura-ss.co.jp/
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■ 北 信 支 部（ 中 野・須 坂 地 区 ）

工場認定番号　TFBH-193556

株式会社 内田鐵工所 創　　業：昭和47年3月
代 表 者：内田　茂
事業内容：鋼構造物・加工組立一式

沿　　革
平成27年：関東支店新設
令和３年：有限会社S-STEEL設立
令和３年：株式会社UCHIDA興業設立
令和５年：株式会社VPS設立
令和６年：新工場完成予定

会　社　概　要

「次世代へつなぐ-UCHIDAのモノづくり」
内田鐵工所は製品・管理・施工の更なる品質向
上を常にチャレンジしています。2024年に最新
機械や倉庫を備えた新工場へ本社を移転し、働
き方改革に伴う自動化や海外企業とのグローバ
ルな展開や貿易、新規事業の鉄と木のハイブリ
ット工法に力を入れ環境を意識した会社作り、
50年先を見据たサスティナブルな経営を目指し
邁進します。UCHIDAから世界・次世代へと繋
がる挑戦は続きます。

会社の方針、考え方、理念

〒382-0065
須坂市大字相之島250
TEL.026-245-1246
FAX.026-248-3063
URL：http://www.uchidatekkou.jp/ 内田　茂

工場認定番号　TFBR-204071　

有限会社 下田鉄工所 創　　業：1925年2月1日　
代 表 者：下田　悟司
事業内容：建築鉄骨の設計・施工

沿　　革
1966年：工場を境沢町（現：墨坂南）へ移転
1994年：Ｊグレード認定を取得
2005年：Ｒグレード認定を取得
2018年：工場ヤードを建設

会　社　概　要

「堅実・実直」
１. 品質と確実性：少人数ではあるがお客様に対して確かな品質と納

期の確実性を提供します。お客様のニーズを的確に把握し、細部
にまでこだわることで満足度を高めます。

２. 技術と熟練：長年培った技術と経験を活かしお客様の要望に応え
るよう全力を尽くします。

３. 地域との絆：地域に根差し、地域社会との絆を大切にします。地域の発
展に貢献する為に、積極的に地域イベントや支援活動に参加します。

４.�社員一体のチーム：少人数だからこそ一体感を大切にします。社員一人
一人が自己成長し、お互いに尊重し合いながら協力し目標を共有しま
す。私たちの会社は少人数でありながらも堅実な姿勢と実直な態度で、
お客様や地域社会に価値を提供し続けることを理念とします。

会社の方針、考え方、理念

〒382-0098
須坂市墨坂南1-15-7
TEL.026-245-2600
FAX.026-248-3917
URL：https://shimoda-tk.jp 下田　悟司
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■ 北 信 支 部（ 中 野・須 坂 地 区 ）

平野　敏夫

工場認定番号　TFBR-204074

株式会社 平野建設工業 創　　業：1982年
代 表 者：平野　敏夫
事業内容：建築鉄骨の設計、
　　　　　制作、施工

沿　　革
1997年：工場を高山村に移転
2013年：法人となる
2021年：Rグレード認定取得
 現在に至る

会　社　概　要

「よいものを、安全、確実に」
我が社は、H鋼を中心に、柱や梁の加工を行っ
ています。創業当初からお客様に良い製品を提
供しようと日々努力しています。工場では安全
第一をモットーに、品質管理の徹底や納期の厳
守を守りながら加工しています。これからもよ
いものを安全に制作し確実に納品することを心
掛けて頑張ってまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒382-0800
上高井郡高山村高井6060-6
TEL.026-248-8866
FAX.026-213-4429
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■ 北 信 支 部（ 長 野 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-214300　

株式会社 オオヒノ 創　　業：昭和27年12月　
代 表 者：大日野　茂行
事業内容：建築鉄骨の設計・施工

沿　　革
昭和47年：法人となる
昭和63年：東部工業団地内に事務所、
　　　　　 工場移転
平成７年：株式会社に組織変更
　　　　　設立、現在に至る

会　社　概　要

・ 仕事に対し誠心誠意の姿勢で取り組みを実行
してまいります。

・ 従業員全員の意識統一を図り、寛容・謙虚に
向き合う姿勢をとる。

・社会に貢献する意欲を常に持ち続けたい。

会社の方針、考え方、理念

〒381-0023
長野市風間下河原2034-8
TEL.026-221-0712
FAX.026-221-7056

大日野　茂行

工場認定番号　TFBH-203762　

株式会社 青木鐵工所 創　　業：昭和36年5月17日　
代 表 者：青木　光幸
事業内容：建築鉄骨・土木鋼構造物
　　　　　の設計、製造、現場施工

沿　　革
昭和36年5月：㈲青木鐵工所設立
昭和47年9月：㈱青木鐵工所に組織変更
昭和63年：須坂工場建設
平成14年：資本金4,100万円に増資
平成26年：豊野工場建設

会　社　概　要

「誠心・誠意・誠実」
当社は常に「誠心・誠意・誠実」をもとに日々
研鑽し、多様化するニーズに対応するべく技術
力の高度化を図り、信頼される製品、技術、品
質向上に努めてきました。今後もより充実した
品質管理と人材育成を図り、優れた製品づくり
にたゆまない企業努力を積み重ね最新鋭の設備
機器と蓄積されたノウハウを備え、お客様ご要
望に応えるべく一層の努力を致す所存でござい
ます。

会社の方針、考え方、理念

〒382-0062
須坂市大字小島字松川添1476-166
TEL.026-246-8855
FAX.026-246-8699
URL：https://www.aokitekkou.co.jp 青木　光幸
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■ 北 信 支 部（ 長 野 地 区 ）

工場認定番号　TFBR-193479　

河口鉄工 株式会社 創　　業：昭和44年
代 表 者：河口　康宣
事業内容：鉄骨工事　建築工事
　　　　　リニューアル・
　　　　　リフォーム工事

沿　　革
昭和56年：会社設立
平成11年：Jグレード取得
平成26年：Rグレード取得

会　社　概　要

「人として成長し、安心して働ける企業造り」
お客様の希望に寄り添った物を御提供し、継続
的に信頼を頂ける会社を目指しています。

会社の方針、考え方、理念

〒381-1221
長野市松代町東条3045
TEL.026-278-3584
FAX.026-278-8532
URL：https://kawaguchi-tk.jbplt.jp/ 河口　康宣

大久保  公雄

工場認定番号　TFBS-224694

株式会社 角藤 創　　業：1933年（昭和8年）3月18日
代 表 者：大久保　公雄
事業内容：鉄骨工事他・専門建設会社

沿　　革
1933年：創業
1971年：現在地に本社工場移転
2007年：日滝原工場高山を建設
2007年：Ｓグレード大臣認定を取得
2016年：日滝原工場須坂を建設
2019年：最新ＢＢＯＸラインを拡充

会　社　概　要

1. 技術と誠実を基にした堅実経営により、会社
の発展を図る。

2.全社員の能力開発と幸せの向上を追求する。
3. 顧客の信頼に応え、仕事を通じて社会に貢献

する。

会社の方針、考え方、理念

〒381-8686
長野市南屋島515番地
TEL.026-221-8141
FAX.026-221-7040
URL：https://www.kakuto.co.jp
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菊嶋　秀生

工場認定番号　TFBH-203763

協立工業 株式会社 創　　業：昭和37年3月27日
代 表 者：菊嶋　秀生
事業内容：建築鉄骨の製作

沿　　革
昭和37年：有限会社協立工業　創立
昭和38年：協立工業株式会社に組織変更
平成22年：国土交通大臣認定
　　　　　Hグレード取得
平成27年1月：株式会社キクシマ（横浜市）の
　　　　　　　グループ会社となる

会　社　概　要

『人と街が輝く未来のために』
会社づくりの根底には、ここに集う社員とその
家族に笑顔を絶やすことなく輝きながら人生を
送ってほしい、という思いがあります。そし
て、そんな私たちが携わった建築物は、きっと
街にもそこで暮らす人々にも輝きを届けられる
と信じています。これからも安全第一に、品質
にこだわり、お客様との信頼関係を築くことを
念頭におき、もう一つ上のステージを目指して
社員一同歩んでまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒381-2221
長野市川中島町御厨1069
TEL.026-284-4268
FAX.026-283-1210
URL：https://kyoritsukogyo.jp

■ 北 信 支 部（ 長 野 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-193429　

大伸鉄工業 株式会社 創　　業：昭和44年5月1日
代 表 者：寺島　隆
事業内容：建築鉄骨の設計・施工

沿　　革
昭和44年５月：大伸鉄工業設立
昭和45年８月：株式会社へ改組
昭和58年４月：現地に移転
令和５年：現在に至る

会　社　概　要

「安全・品質向上・感謝」
お客様へ最高の品質を提供することを通じ、全
従業員の物心両面を追求し、社会の発展にし
て、いつも感謝の心。

会社の方針、考え方、理念

〒381-0008
長野市大字下駒沢800番地13
TEL.026-296-2231
FAX.026-295-4556

寺島　隆
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■ 北 信 支 部（ 長 野 地 区 ）

工場認定番号　TFBH-214414　

株式会社 西澤製作所 創　　業：昭和38年2月1日　
代 表 者：西澤　章
事業内容：建築用鉄骨製作

沿　　革
昭和46年：会社設立（2023年で設立52周年）
平成18年：Hグレード取得と同時に
　　　　　大橋工場、事務所取得
平成22年：創業者西澤清会長就任、
　　　　　西澤章が代表取締役社長就任
平成27年：設計室増設
令和元年：大橋ヤード増設
令和３年：会社設立50周年を迎える

会　社　概　要

「世の中に必要とされるものを提供する」
私たちは建築鉄骨やそれにかかわるさまざまな
モノを取り扱いながら、創意・工夫をこらし、
世の中により良いものを提供するとともに、お
客様と西澤製作所にかかわる多くの皆様の繁栄
と幸福を追求します。
社訓：『世の中に必要とされるものを提供する』  　
　一、それは人を喜ばせることができるか
　一、それは世の中にありふれてはいないか
　一、それは独自の付加価値が付けられるか

会社の方針、考え方、理念

〒381-2207
長野市大橋南1丁目20番地1号
TEL.026-284-3332
FAX.026-284-5829
URL：https://www.2438.jp/ 西澤　章

松橋　幹生

工場認定番号　TFBH-193555

トライアン 株式会社 創　　業：1760年代（明和年間）
代 表 者：松橋　幹生
事業内容：建築鉄骨・鉄筋事業、
　　　　　橋梁事業、鋼材販売事業等

沿　　革
明和年間：善光寺門前に店舗を構える（鍋久）
昭和初頭：鉄骨工事の事業を始める
1970：長野市松岡に工場を新設
1992：トライアン㈱を設立し事業を移行
1996：松岡に本社・工場を移転

会　社　概　要

「グループ鍋久は永遠に事業を拓く」
当社は鍋久を起源とし、社会の重要基盤である
「鉄」素材に携わりながら幅広い事業に取り組
んでいます。トライアンという社名は、確かな
技術をもってこの激動の時代に挑戦（トライ）
することで、250年から成る鉄（アイアン）の
歴史を継承し、今も未来も進化し続ける会社で
あることを表しています。多様なニーズに対応
できる「拡事業」をコンセプトに、あらゆる面
から社会貢献できる会社を目指しています。

会社の方針、考え方、理念

〒381-0026
長野市松岡二丁目6番18号
TEL.026-251-1600
FAX.026-251-1611
URL：https://tryan.co.jp/
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宮入　鋼平

工場認定番号　TFBH-203764

株式会社 宮入鉄工所 創　　業：1963年
代 表 者：宮入　鋼平
事業内容：鋼構造物工事業、建築鉄骨工事

沿　　革
1963年：創業
1967年：有限会社宮入鉄工所設立
1979年：鋼構造製作工場認定
1980年：株式会社宮入鉄工所に組織変更
1984年：宮入豊一  代表取締役就任
2010年：国土交通大臣認定　Hグレード取得
2022年：宮入鋼平  代表取締役就任

会　社　概　要

「衆心維城」
創業以来、品質第一の建築鉄骨製品を提供すべ
く、真摯にまごころを込めた仕事に取り組んで
まいりました。小さな工場から出発した弊社で
はありますが、現在では製品の多くが、首都圏
のビル等に納品されるまでに至っております。
これからも社員ひとりひとりが技術力の向上に
努め、より良い製品の提供を通じて、お客様と
共に発展していけるよう尽力してまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒381-1225
長野市松代町東寺尾2628
TEL.026-278-5888
FAX.026-278-9118
URL：https://miyairi-iw.co.jp

■ 北 信 支 部（ 長 野 地 区 ）

工場認定番号　TFBH-214415　

吉池鉄工 株式会社 創　　業：昭和56年4月1日　
代 表 者：吉池　茂
事業内容：鋼構造物工事業
　　　　　建築工事業

沿　　革
昭和48年：吉池茂が鉄骨加工業として設立
平成10年：全構連認定Ｒグレード取得
平成13年：国土交通大臣認定Ｒグレード取得
平成17年：国土交通大臣認定Ｍグレード取得
令和３年：国土交通大臣認定Ｈグレード取得

会　社　概　要

「三つの経営理念」
①本気でものづくりに打ち込む姿勢
②顧客の信頼にこたえ、仕事を通じて社会に
　貢献する
③技術の向上を図ると共に社員の幸せの
　向上を追及する
以上の三つの理念に基づき、従業員と共に
ものづくりに取り組んでいく所存です。

会社の方針、考え方、理念

〒381-1231
長野市松代町松代92の1
TEL.026-278-6530
FAX.026-278-8249
URL：https://yoshiike-tekko.jp 吉池　茂
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■ 北 信 支 部（ 千 曲 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-214480　

株式会社 飯島工業所 創　　業：昭和35年10月
代 表 者：飯島　正博
事業内容：鉄骨工事

沿　　革
昭和35年10月：飯島工業所創立
昭和43年２月：更埴市（現千曲市）土口
　　　　　　  より同市屋代に移転
昭和46年２月：株式会社へ改組
昭和57年４月：Мグレードを取得　現在に至る

会　社　概　要

「創業以来の安全と実績」
品 質と信頼性
　  高品質な鉄骨を提供し、クライアントの信頼　

を築きました。
安全第一
　 働く全ての人が安全に帰宅できるよう、安全

を最優先で考えます。
持続可能と環境への配慮
　 環境への責任を果たし、持続可能な建築を推

進します。

会社の方針、考え方、理念

〒387-0007
千曲市大字屋代902
TEL.026-272-2478
FAX.026-272-2267

飯島　正博

工場認定番号　TFBH-203934　

中部建工 株式会社 創　　業：昭和44年6月
代 表 者：若月　貢
事業内容：建築鉄骨の設計・製造

沿　　革
昭和56年10月：現在の場所に移転
平成19年３月：Mグレード取得
平成23年４月：Hグレード取得
令和４年４月：株式会社本久ホールディングスの
　　　　　　　グループ入りした。

会　社　概　要

「確かな技術力で、お客様の夢をカタチに。」
弊社は昭和44年に創業し55年という年月を歩ん
でまいりました。今も尚、創業時の「ものづく
り」への思いと培ってきた「技術力」の継続を
心がけています。一方、昨今の時代の変化に対
し、変わらなければいけない、挑戦しなければ
会社は継続できません。最後に、いかなる時代
も会社にとって社員が最も大事です。社員が安
全且つ健やかな生活を過ごすことができるよう
に会社を次のステップに進めていきます。

会社の方針、考え方、理念

〒387-0007
千曲市大字屋代3055
TEL.026-272-1479
FAX.026-273-3729
URL：https://chubukenko.jp 若月　貢
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工場認定番号　TFBM-224771

株式会社 三協産業 創　　業：昭和41年4月
代 表 者：山邉　正重
事業内容：建築鉄骨製作

沿　　革
昭和41年４月：創業
昭和55年３月：Ｒグレード取得
昭和62年４月：上田工場から青木工場へ
　　　　　　　移転
昭和63年１月：株式会社三協産業へ組織変更
平成９年３月：Ｍグレード取得
　　　　　　　現在に至る

会　社　概　要

「鉄は生き物　心がある」をモットーに事業を
継続して参りました。時代の移り変わりと共に
多種多様に変化する顧客のニーズに応え、地域
社会へ貢献できるように日々精進しています。
地元の清掃美化活動や青木村消防団機能別消防
団へ参加をし、地域住民の方々との交流を深
め、永続的に企業発展をしていける様、引き続
き取り組んで参りたいと思います。

会社の方針、考え方、理念

〒386-1604
小県郡青木村殿戸198
TEL.0268-49-2757
FAX.0268-49-2758
URL：https://sankyo.uedashi.com 山邉　正重

戸堀　一夫

工場認定番号　TFBM-235242

有限会社 戸堀鉄工所 創　　業：1965年
代 表 者：戸堀　一夫
事業内容：鉄骨工事　設計・製作・
　　　　　現場施工・各種溶接・板金
沿　　革
1965年：設立
1993年：法人に変更
　　　　有限会社戸堀鉄工所
1994年：大臣認定Rグレード取得
2008年：大臣認定Ｍグレード取得
2019年：第3工場新築

会　社　概　要

「L＝質を高く　Ｒ＝信頼　Ｃ＝創造的」
1965年（昭和40年）小さな農機具の溶接からス
タートした当社は、半世紀以上地域密着を心掛
けながら事業を展開して参りました。
現在は上田市の公共施設・工場・商業施設を中
心に関東方面まで広く施工しております。
今後も、質を高く・創造性豊かに・信頼される
技術提供と人材育成に務めて参ります。

会社の方針、考え方、理念

〒386-0406
上田市下丸子729-1
TEL.0268-42-4616
FAX.0268-42-7137
URL：http://tobori.jp

■ 東 信 支 部（ 上 田 地 区 ）
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■ 東 信 支 部（ 上 田 地 区 ）

建設業許可番号　般-3第23042号

堀内鉄工所 創　　業：昭和23年　
代 表 者：堀内　光信
事業内容：重量・軽量鉄骨工事一式

沿　　革
昭和23年：先代・堀内義夫が「堀内
　　　　　鉄工所」を開業。
平成18年：先代より「堀内鉄工所」を
　　　　　引継ぎ現在に至る。

会　社　概　要

「人との繋がりを大切にし、共に成長発展する」

幅広い技術力と創造力で、お客様の幅広い要請
にお答え出来る様、努力を惜しまず、納得の行
く製品作りを目指します。

会社の方針、考え方、理念

〒386-1211
上田市大字下之郷527-3
TEL.0268-38-2582
FAX.0268-38-6560

堀内　光信
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■ 東 信 支 部（ 佐 久 地 区 ）

建設業許可番号　般-3第018142号　

有限会社 飯　沼 創　　業：昭和52年10月　飯沼鉄工 (創業)
代 表 者：飯沼　勝智
事業内容：建築鉄骨の設計・施工・
　　　　　製作、建築工事 等

沿　　革
昭和52年10月：飯沼鉄工（創業）
平成５年３月：有限会社飯沼鉄工（設立）
平成13年５月：有限会社飯沼に社名変更

会　社　概　要

「より良い物づくりへの、あくなき挑戦」

お客様のご要望にお応えする魅力ある製品（建
築物)づくりを目指し、技術の研究に努め豊か
な会社作りに取り組み企業活動を通じて地域・
社会の発展に貢献する。

会社の方針、考え方、理念

〒384-2205
佐久市春日741-3
TEL.0267-53-3508
FAX.0267-53-3509

飯沼　勝智

井出　国雄

建設業許可番号　般-4第17503号

　　　有限会社 井出鉄工 創　　業：昭和43年４月
代 表 者：井出　国雄
事業内容：建築工事業・鋼構造物
　　　　　工事業の工事設計・管理
　　　　　太陽光発電売電事業
沿　　革
先代が農業用器具の鍛冶屋を設立。
その後鉄骨建物・金物製作等行う。
平成３年会社を法人に組織変更
同時に代表者を井出国雄に変更現在に至る。

会　社　概　要

少数精鋭を目指して、現在に至る。
建方、工期の厳守

会社の方針、考え方、理念

〒384-2106
佐久市八幡251-2
TEL.0267-58-2357
FAX.0267-58-4359
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■ 東 信 支 部（ 佐 久 地 区 ）

工場認定番号　TFBH-193391　

長岡鉄工 株式会社 創　　業：昭和24年　
代 表 者：長岡　秀秋
事業内容：建築鉄骨製作・建築一式
　　　　　工事・鍛冶工事
沿　　革
昭和24年：軽井沢町中軽井沢で創業
昭和55年10月：㈲長岡鉄工所設立、現在地へ移転
昭和61年３月：大臣認定Rグレード工場取得
平成元年３月：大臣認定Mグレード工場取得
平成17年５月：長岡鉄工(株)に組織、社名変更
令和元年７月：大臣認定Hグレード工場取得

会　社　概　要

「安全・安心」「品質・技術」
当社は創業以来、野鍛冶から現在の建築鉄骨に
至るまで、鐵と共に歩んできました。その間、
厳しい時期もありましたが、「安全・安心」な
鉄骨を製作することを最大の使命とし、「品質
・技術」にこだわりをもって進めてきました。
時代が流れ、大きく変わっていく中で、変わら
ない価値をしっかりと見定め、信頼される製品
を提供するために、鐵への愛着と情熱をもって
鐵を通じて社会に貢献してまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒389-0115
北佐久郡軽井沢町大字追分703-1
TEL.0267-45-5279
FAX.0267-46-2526
URL：https://www.nagaoka-iron.jp 長岡　秀秋

工場認定番号　TFBR-193361　

マルムツ建工 株式会社 創　　業：昭和41年2月　
代 表 者：黒岩　文孝
事業内容：建築鉄骨の設計・製作・
　　　　　施工、総合建設業

沿　　革
1966年：法人となる
1970年：建設業許可　取得
1996年：新工場　新事務所建設
2014年：Rグレード認定を取得

会　社　概　要

「自己の向上に努め、価値ある製品で地域貢献」
私たちはお客様に信頼される会社でありたい。
少人数の企業ではありますが、社員とその家族の
幸せを一番に考え歩んでいく、その先に人と人と
の信頼関係がつながってゆくものと考え日々精進
しています。
創業者の理念である「地域に密着して製品、建築
で貢献する」を実践していきます。
信頼と実績を糧に鉄骨建築の計画から完成まで責
任施工でお客様のニーズに答えていきます。

会社の方針、考え方、理念

〒384-0301
佐久市臼田1825-6
TEL.0267-82-2666
FAX.0267-82-6269

黒岩　文孝
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■ 東 信 支 部（ 佐 久 地 区 ）

建設業許可番号　般-4第7598号　

株式会社 宮川鉄工 創　　業：1975年12月1日
代 表 者：宮川　章
事業内容：建築鐵工の施工

沿　　革
昭和20年：初代社長農機具製造を始める
昭和39年：現会長　建築鉄骨を始める
　　　　 （建設業登録許可）
昭和46年：現工場建築し移転 
昭和58年：一次加工ライン追加を期に工場増築
平成29年：ヤードに移動建屋設置

会　社　概　要

「三方よしをモットーに良い製品を日々追求し
モノづくりをしています。」
経営目的
三方よしをモットーに事業所、従業員よし、お
客様、取引先よし、社会貢献よし理観を誠実さ
思いやりをもって社会に貢献する。 
経営理念
お客様に高品質の製品を提供するため 私達は常に
お互いを尊重しあい感謝の気持ちをもって 安全で
より良い職場環境の中でモノづくりをします。

会社の方針、考え方、理念

〒385-0051
佐久市中込2441
TEL.0267-62-1105
FAX.0267-63-2755
URL：https://www.big-advance.site/s/129/
　　　1537/company

宮川　章

柳澤　章

工場認定番号　TFBH-225000

株式会社 柳澤鐵工所 創　　業：昭和23年
代 表 者：柳澤　章
事業内容：建築鉄骨製作・施工
　　　　　耐震補強鉄骨製作
沿　　革
昭和23年：創業
昭和50年：現在の住所に工場を移転
平成30年：Hグレ－ド工場認定を取得

会　社　概　要

「良い製品をお客様に届ける。」
工期を守り無理のない工程で、安定した品質の
製品をお客さまに届けられるよう、心掛けてい
ます。過剰な山積みは品質の低下、社員への過
度な負担を掛けます。生産管理を適正に行うこ
とで、生産の平準化に努めています。そして手
戻りの無い製品を作ることが、信頼を頂けるこ
とだと考えています。また、難しい鉄骨構造の
製作にも挑戦していける様に、生産設備、人員
の確保に努めています。

会社の方針、考え方、理念

〒385-0051
佐久市中込3400-7
TEL.0267-62-1152
FAX.0267-62-7231



78 組合員企業の紹介

■ 東 信 支 部（ 佐 久 地 区 ）

建設業許可番号　般-3第24202号　

有限会社 依田鉄工所 創　　業：昭和42年10月
代 表 者：依田　孟
事業内容：鉄骨一般建築

沿　　革
平成３年：有限会社化

会　社　概　要

「安全第一を徹底し、仕事に向上心を持とう」
誠実な対応、誠実な価格をモットーに工事の規
模にかかわらず施工後のメンテナンスにも、き
め細かく対応しています。
小規模経営の利点を生かし、お客様との交流を
通して二度三度と、ご注文いただく事は感謝の
極みです。

会社の方針、考え方、理念

〒384-2105
佐久市矢嶋19-1
TEL.0267-58-2658
FAX.0267-58-4345

依田　孟



79組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 松 本 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-203810　

株式会社 一ノ瀬鐵工所 創　　業：昭和20年4月20日
代 表 者：一ノ瀬　徳雄
事業内容：建築鉄骨工事全般

沿　　革
昭和20年4月20日：創業
昭和39年2月1日：有限会社に組織変更
昭和45年：村井から神林へ工場移転
平成13年4月2日：株式会社へ組織変更

会　社　概　要

「信念・誠実・技術の前に道は開かれる。」
当社は創業以来、製作金物・スチールサッシの製
造を経て、現在の建築鉄骨工事を主体とした企業
に成長しています。平成初期に迎えた工作機械の
自動化の波に乗り、鉄骨製作工程の各部門にいち
早く設備導入を行い、製品精度向上、溶接品質の
均一化、仕掛時間の見える化を実現して参りまし
た。選ばれる会社から選べる会社へ。そんな会社
の変革にこれからも一層ご支援とご愛顧を賜りま
すよう宜しくお願い申し上げます。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1243
松本市神林3888
TEL.0263-26-2311
FAX.0263-27-0944
URL：https://ichinosetekkou.jp/ 一ノ瀬　徳雄

今井　康人

工場認定番号　TFBM-235244

株式会社 イマイ鐵構 創　　業：1970年
代 表 者：今井　康人
事業内容：建築用鉄骨の加工
　　　　　製作及び鋼構造物工事業

沿　　革
1970年：今井鉄工創業
1991年：株式会社イマイ鐵構に変更
 工場を山形村に移転

会　社　概　要

「信用ある会社を目指す」
ものづくりは社会に欠かせない。
だからこそ信頼できる仕事をしなければならな
い。そのために努力を怠らず、技術の向上を目
指す。
また、資本は人であり人材は最大の財産である。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1301
東筑摩郡山形村字北竹原5682-1
TEL.0263-98-3035
FAX.0263-98-3037



80 組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 松 本 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-203809　

株式会社 倉科鐵工所 創　　業：1929年（昭和4年）2月
代 表 者：倉科　賢三
事業内容：建築、土木、機械等鋼構造物
沿　　革
昭和4年2月 ：初代 倉科勝男
　　　　　　 神林3635番地にて創業
昭和44年　：新工場建設　現在地
　　　　　　（神林3878）へ移転
昭和56年1月：株式会社に改組　
　　　　　　2代目 倉科季男　代表交代
平成17年1月：3代目 倉科賢三　代表交代

会　社　概　要

「私たちは技を磨き、真心を込めて、鐵の文化を未来へつ
なげていきます」
当社は1929年2月、初代倉科勝男が神林3635の地に創業しま
した。勝男は当時広丘にあった「無雁」という鍛冶屋の親方
の元で7年間の丁稚奉公を経て独立したそうです。太平洋戦
争中は工場を半地下に改造して手りゅう弾などを作ったこと
もあったようです。1969年に一ノ瀬鐵工所さんと共同で現
在地（神林3878）を開発、移転し、時代に沿って業容を移
行しながら現在に至っています。冒頭の理念は現社長賢三が
子供の頃より創業者の祖父や2代目である父親の季男から常
に聞かされてきた「心構え」をまとめた言葉です。この理念
を大切に社員の皆さんと歩んでいきたいと考えています。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1243
松本市大字神林3878
TEL.0263-26-2388
FAX.0263-26-2390
URL：https://www.kurasina.co.jp 倉科　賢三

小松　博

建設業許可番号　般-4第1958号

小松工業 株式会社 創　　業：昭和27年1月
代 表 者：小松　博
事業内容：建築鉄骨（主に柱加工）製造
沿　　革
昭和27年１月：小松盛長が小松酸素工業所を創業
昭和33年７月：塩尻市広丘野村に移転、有限会社
 小松工業所を設立
昭和41年１月：小松工業株式会社に社名変更
平成23年８月：松本市波田（宮地エンジニアリング㈱
 松本工場内）に移転
平成27年12月：松本市今井（松田鐵工㈱西南工場内）に移転

会　社　概　要

「納期厳守・高品質・誠実な商売」
当社は創業より地域に密着した「火の見櫓」等の施
工や「国鉄（JR）軌道関係・高架橋」等の国のイ
ンフラ整備事業と共に成長し、現在の建築鉄骨製造
業へと70年余りの道のりを歩んで参りました。厳し
い経済情勢が続く昨今ですが、これらの経験を踏ま
え「至誠天に通ず」をモットーに、限られた予算内
で「納期厳守・高品質・誠実な商売」を遂行し、信
頼され社会に貢献できる企業となれる様、日々「勇
往邁進」の精神で努力していく所存です。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1131
松本市今井松本道6949-1
TEL.0263-88-8532
FAX.0263-86-5670



81組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 松 本 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-235245　

株式会社 髙山製作所 創　　業：明治25年6月（1892年）
代 表 者：髙山　佳和
事業内容：鋼構造物工事・建築工事
　　　　　不動産貸付
沿　　革
明治25年  6月：設立
昭和24年  3月：株式会社髙山農機具製作所
 として発足。
昭和31年11月：社名を髙山製作所に改める。
平成元年  3月：臨空工業団地に新社屋移転。
平成３年  4月：Mグレード認定取得。
平成29年  8月：髙山佳和　代表取締役社長に就任。現在に至る

会　社　概　要

「技術を磨き、社員一丸で鐵の未来に挑戦し続ける。」
弊社は明治25年（1892年）の創立以来、一世紀以
上にわたって鐵と共に歩み続けてまいりました。時代
の変化と共に鐵との関わり方も変わってまいりました
が、鐵への情熱は変わる事はありません。鐵の限りな
い未来に挑戦し続け、従業員と共にさらなる躍進を図
ってまいります。そして「継続は力なり」の教えを守り、

「凡事徹底」を社是とし、お客様に満足いただける
品質・技術の追求に努めてまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1242
松本市大字和田3967-20
TEL.0263-47-8809
FAX.0263-47-9809
URL：https://www.takayama.to 髙山　佳和

武田　力

建設業許可番号　般-4第17390号

株式会社 武田鐵建 創　　業：昭和22年 2月
代 表 者：武田　力
事業内容：建築鉄骨の設計・施工、
　　　　　木造金具の製作

沿　　革
昭和22年：武田農機具工場設立
昭和32年：建築鉄骨を始め武田鉄工所
 に改名
平成３年：法人化により㈱武田鐵建に改名
平成24年：武田力が代表取締役に就任。現在に至る

会　社　概　要

「地元に愛される企業を目指す。」
我が社は、先代から続く、地元農家の車庫、倉庫
建築及び山車の輪締め、木造建築物の金具製作な
どを残しつつ、現在はシステム建築等の胴縁加工
を主な業務として取り行っています。
それと、農機具の修理等の鍛冶仕事も地元の要望
により、継続させて頂いております。先代より代
表を交代して、ようやく10年経ちましたが、ま
だまだ未熟会社ではございますので、諸先輩方の
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1702
松本市梓川梓2454
TEL.0263-78-2552
FAX.0263-78-2399



82 組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 松 本 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-203811　

フィット工業 株式会社 創　　業：明治2年2月
代 表 者：髙木　登志郎
事業内容：建築鉄骨工事・製缶金物
　　　　　製作・ステンレス加工

沿　　革
昭和35年：㈲髙木鉄工所として会社設立
昭和45年：現在地に今井工場として建設
昭和56年：Mグレード認定を取得
平成５年：株式会社に改組、フィット工業㈱に社名変更

会　社　概　要

「人と技術で明日を築く」
当社は初代髙木常吉が、戸田家第9代戸田光則
公の鉄砲鍛冶より独立し、明治2年の創業よ
り、150余年の歴史を刻んでまいりましたが、
その間多くの皆様方に助けられご指導いただ
きながら今日では建築鉄骨を主体とし、設備工
事、ステンレス加工も一貫して加工できる体制
を整えることができました。キャッチフレーズ
の【人と技術で明日を築く】を礎とし、今日の
技術革新、労働環境の目まぐるしい変化に対応
しながら、地域社会に貢献し、新しい時代を築
けるよう社員一同邁進してまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1131
松本市大字今井7155-53
TEL.0263-58-7744
FAX.0263-57-2796
URL：https://www.fit-k.co.jp 髙木　登志郎

古川　東久光

建設業許可番号　般-4第2794号

有限会社 古川鉄工所 創　　業：昭和42年12月20日
代 表 者：古川　東久光
事業内容：鉄・ステンレス・アルミ
　　　　　加工（切断・曲げ含む）、
　　　　　製缶板金、他

沿　　革
昭和25年：古川重衛　野鍛冶として創業
昭和42年：有限会社古川鉄工所を設立
昭和63年：ステンレス加工を始める

会　社　概　要

私たちは、地域の人々の暮らしに貢献出来る金
属加工業として信頼を得られるよう、製造技術
の向上に努めます。

会社の方針、考え方、理念

〒399-0033
松本市大字笹賀3836
TEL.0263-58-2855
FAX.0263-58-3106



83組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 松 本 地 区 ）

工場認定番号　TFBH-203935　

松田鐵工 株式会社 創　　業：昭和27年9月25日
代 表 者：松田　愛子
事業内容：鐵構造物工事業・設計・
　　　　　工場製作・現場施工
沿　　革
明治５年：鍛冶屋業を創業
昭和27年：有限会社へ改組
昭和49年：株式会社へ改組
昭和53年：Mグレード認定取得
昭和63年：西南工場を開設
令和２年：Hグレード認定取得

会　社　概　要

「長年紡いできた、ひととの繋がりを大切にして」
弊社は1872（明治5）年に創業、2022年に創業
150年を迎えました。私たちが造るものは地図
に残る仕事。一人ひとりの磨き抜かれた技術、
日々の確かな業務の積み重ねが大きな信頼へと
結びつき、人々の暮らしの身近な構造物となる
誇りを胸に、チームワークから生まれる「高品
質、スピーディー、省力化」の三本柱を基本に、
無から形あるものを造り出す喜びが私たちの大
きな原動力です。

会社の方針、考え方、理念

〒399-0038
松本市小屋南1丁目16番1号
TEL.0263-58-1115
FAX.0263-58-4781
URL：https://matsuda-tetsu.co.jp 松田　愛子

矢島　卓実

建設業許可番号　般-4第2366号

有限会社 矢島鉄工所 創　　業：昭和42年3月
代 表 者：矢島　卓実
事業内容：鋼構造物・建築

沿　　革
昭和43年８月：有限会社へ改組
昭和49年10月：現在地へ移転
平成24年２月：現代表取締役に交代

会　社　概　要

「今日を頑張れば、未来はきっと笑顔でいられる」
従業員、家族、取引先、かかわるすべての人と
企業が明るく幸せな明日を迎えることができる
ように、今を考え、行動していくことが大切だ
と考えています。
当社も55年の年月を過ごせてきたのも、かかわ
ったすべての人のおかげであり、感謝の気持ち
を忘れずにいたいと思います。

会社の方針、考え方、理念

〒399-0033
松本市大字笹賀232
TEL.0263-58-1000
FAX.0263-58-1233



84 組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 松 本 地 区 ）

建設業許可番号　般-2第8978号　

有限会社 山辺鉄工 創　　業：昭和44年
代 表 者：布野　毅
事業内容：鉄骨製品加工

沿　　革
昭和44年7月：松本市里山辺にて
　　　　　　「山辺鉄工所」設立
昭和59年1月：松本市より山形村へ
　　　　　　  新工場開設移転
昭和59年1月：有限会社　山辺鉄工と改名
平成27年2月：山形工場を大幅リニューアル、
　　　　　　現在に至る。

会　社　概　要

「製品の不具合根絶を目指す。」
弊社工場にて加工製作される製品群は、工場内
でのヒューマンエラーに加え、支給図面の作図
ミス、保留や変更の為の作業の重複等、様々な
不具合発生要因を抱えながら製作されている。
常に工程ごとに製作中の製品チェックを心掛
け、出荷後の不具合を無くせるよう、日々製品
管理の眼力を向上できるよう努めている。

会社の方針、考え方、理念

〒390-1301
東筑摩郡山形村南野尻4219-4
TEL.0263-98-3355
FAX.0263-98-3849

布野　毅



85組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 安 曇 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-214187　

有限会社 内田工業 創　　業：昭和48年4月
代 表 者：内田　聡
事業内容：建築鉄骨製造業

沿　　革
昭和48年：内田鉄工所
昭和60年：有限会社 内田鉄工に
　　　　　社名変更
平成６年：現在の場所に工場移転
平成９年：有限会社 内田工業に社名変更

会　社　概　要

「鉄で人とつながり 街を築る 鋼造の技術力と
品質の躍進を目指す」
安曇野の堀金村にて創業以来、地元の皆様を始
め多数の皆様のご支援により現在まで歩んで参
りました。私たちが手がける建築鉄骨は街中に
ずっと未来まで形に残ります。これからもより
一層の品質と技術を追求し、子どもたちの未来
に誇れるような建物作りを心がけ「品質の向上
に努めお客様の要望にこたえる」様に努力しつ
づけます。より一層のご支援よろしくお願い申
し上げます。

会社の方針、考え方、理念

〒399-8211
安曇野市堀金烏川2023-3
TEL.0263-73-2394
FAX.0263-73-2929

内田　聡

工場認定番号　TFBM-225061　

株式会社 中島鐵工所 創　　業：昭和20年10月
代 表 者：中嶋　秀幸
事業内容：建築鉄骨工事、
　　　　　立体駐車場鉄骨工事

沿　　革
昭和20年：中島鉄工所創業 創業者 中嶋光雄
昭和47年：有限会社設立
平成元年：代表取締役社長に中嶋光則就任
平成18年：社名を株式会社中島鐵工所に改組
平成31年：代表取締役社長に中嶋秀幸就任

会　社　概　要

鐵の限りなき未来に向かって、常に自れの技術
と技能を磨き大きく躍進を図り、常に地域への
発展向上へと努力いたしております。
工場製作過程、製品検査及び品質管理面におい
ても常に新しい技術を教育し、礎となる鉄と共
に限りなき挑戦をし躍進してまいります。

会社の方針、考え方、理念

〒399-8101
安曇野市三郷明盛2659
TEL.0263-77-4520
FAX.0263-77-6249

中嶋　秀幸



86 組合員企業の紹介

■ 中 信 支 部（ 安 曇 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-183270　

堀金工業 株式会社 創　　業：昭和47年1月
代 表 者：齊間　健次
事業内容：建築工事一式
　　　　　鋼構造物工事

沿　　革
昭和47年：堀金工業所を開業する。
昭和52年：法人組織に改組。
平成４年：社名を堀金工業株式会社に
 変更する。

会　社　概　要

「私たちは技術、生産力の向上を図り、顧客の信
頼に応え、次世代の為の社会貢献を目指します。」
【 ビジョン 】
〈品質の向上を常に追求します〉
社員一人一人が知識・技術・責任感を持って製
品の製作に取り組む。
〈顧客の要求に満足した製品づくり〉
お客様の期待を超える価値を追求し提供します。
〈安心して暮らせる社会環境づくり〉
社会に役立つ製品を提供し、豊かな社会発展を
目指します。

会社の方針、考え方、理念

〒399-8305
安曇野市穂高牧173-3
TEL.0263-83-3624
FAX.0263-83-4876

齊間　健次
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■ 中 信 支 部（ 大 北 地 区 ）

工場認定番号　TFBR-204072　

有限会社 一陽鐵建社 創　　業：昭和36年
代 表 者：横澤　直人
事業内容：鋼構造物工事業

沿　　革
昭和36年：「松川鉄工所」創業
昭和62年：「有限会社  松川鐵工所」法人化
平成５年：Rグレード取得
平成９年：「有限会社  一陽鐵建社」に社名変更
令和３年：Rグレード再取得　現在に至る

会　社　概　要

「良い製品を作る努力を惜しまない」
当社は先代社長の横澤定男が地元で小さな金物
仕事を扱うことをきっかけに創業しました。周
囲の皆様からご指導・ご鞭撻を賜りながら今日
を迎えられております事は感謝に堪えません。
現在は主に建築鉄骨の梁加工を行っていますが、
その技術も日進月歩で要求される内容も高くな
ってきています。そのため高品質の製品を常に
提供できるよう社員一同努力を惜しまない様に
心がけています。

会社の方針、考え方、理念

〒399-8501
北安曇郡松川村1494番地
TEL.0261-62-2713
FAX.0261-62-9142
URL：https://ichiyotekken.com 横澤　直人

建設業許可番号　般-4第2156号　

株式会社 伊藤組 創　　業：1947年2月20日
代 表 者：伊藤　紀裕
事業内容：建築鉄骨･土木鋼構造物の
　　　　　設計･施工

沿　　革
1953年 9月：法人組織に変更
1973年 9月：長野県知事許可取得
1994年 6月：工場増築
1997年12月：事務所増築
　　　　　　 現在に至る

会　社　概　要

「過去から未来へ繋ぐ」
過去からの技術を生かし高品質を目指す。チー
ムワークを大切にし、仕事を通じ共に、笑いあ
い、喜び、お互いを理解する。「できない」
「わからない」と初めから諦めるのではなくア
プローチを変えて可能性を見出す。いい目的・
目標をもって、「かっこよく」人生を送る。成
長し続ける企業を目指す。

会社の方針、考え方、理念

〒398-0002
大町市大町6850
TEL.0261-22-1771
FAX.0261-22-7030
URL：https://itogumiinc.com/ 伊藤　紀裕
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■ 中 信 支 部（ 大 北 地 区 ）

建設業許可番号　申請中　

有限会社 梅澤鉄工 創　　業：昭和56年3月
代 表 者：梅澤　孝次
事業内容：建築鉄骨加工建方工事が
　　　　　大半です。物置き、ガレ
　　　　　ージなどは基礎から屋根
　　　　　壁施工

沿　　革
昭和56年３月：有限会社梅澤鉄工を設立
平成５年３月：全国鐵構工業連合会の承認を
　　　　　　 　受ける。その後、現在に至る

会　社　概　要

人材の育成と技術の向上。
働きやすい職場環境作り。
精度の良い製品をより早く作製する。

会社の方針、考え方、理念

〒398-0001
大町市大字平借馬9588番地
TEL.0261-23-3365
FAX.0261-23-3584

梅澤　孝次

工場認定番号　TFBM-224770　

昭和興業 株式会社 創　　業：昭和45年4月
代 表 者：山本　和彦
事業内容：鋼構造物鉄骨造/鳶工事一式
/土木工事一式/重機建設工事/クレーン
建設工事/石工事業/舗装工事/しゅんせ
つ工事/水道施設工事

沿　　革
昭和45年４月：前身となる運輸業を始める
昭和55年４月：昭和興業有限会社設立
平成５年：鉄工部門設立
平成14年：Mグレード認定取得
平成18年：昭和興業株式会社へ社名変更

会　社　概　要

「地域の特性を尊重し、地域に根付いた企業活
動を通じ、経済・社会の発展に貢献する」
昭和人行動指標：
社員一人一人が明るい未来をもたらす環境の担
い手として後世に誇れる仕事を行う。
Ｓ　安定性・不変性
Ｈ　調和
Ｏ　独創性
Ｕ　配慮・思いやり
Ｗ　価値観
Ａ　向上心・革新・先見性

会社の方針、考え方、理念

〒398-0004
大町市常盤6958-4
TEL.0261-22-9098
FAX.0261-22-9039

山本　和彦
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■ 南 信 支 部（ 諏 訪 地 区 ）

工場認定番号　TFBR-204073　

有限会社 石川工業 創　　業：平成８年5月
代 表 者：石川　卓也
事業内容：建築鉄骨・オーダー金物・
　　　　　薪ストーブ

沿　　革
1995年：創業
1997年：法人となる
　　　　有限会社石川工業
2008年：工場移転

会　社　概　要

「顧客の要望に対し技術で応える」
顧客が何を求めているかをまず考える、次にス
ピードと確実性をもって行動する。喜ばれた結
果を最大の喜びとする職場を築く。

会社の方針、考え方、理念

〒394-0054
岡谷市半ノ木2104-1
TEL.0266-24-0596
FAX.0266-24-0546
URL：http://www.ishikawaindustry.co.jp 石川　卓也

工場認定番号　TFBR-224871　

有限会社 岩井鐵工 創　　業：平成４年
代 表 者：小平　一穂
事業内容：鉄骨工事・建築金物工事

沿　　革
平成４年：岡谷市で初代社長岩井佳雄
 が有限会社岩井鐵工を創業
平成８年：下諏訪町に現在の新社屋を
 建設
平成29年：国土交通大臣認定Rグレード
 工場となる

会　社　概　要

すべての仕事をお客様の立場で施工をし、お客
様の期待と信頼に応えるため、日々技術の向上
と習得に励みます。

会社の方針、考え方、理念

〒393-0001
諏訪郡下諏訪町樋橋2774
TEL.0266-27-3744
FAX.0266-28-8282

小平　一穂
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■ 南 信 支 部（ 諏 訪 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-193430　

株式会社 カネタ 創　　業：明治16年
代 表 者：長田　謙一
事業内容：建築鉄骨の設計・加工

沿　　革
昭和35年：株式会社長田鉄工所設立
昭和61年：建設大臣認定Mグレード取得
平成３年：株式会社カネタに社名変更
平成13年：国土交通大臣認定Mグレードに
　　　　　変更。現在に至る

会　社　概　要

「妥協のない鐵の意志で安心、安全を提供します。」
創業以来140年余、鐵と共に一世紀以上の歴史
を歩んでいます。当時は鍬や鎌、農工具を手掛
ける鍛冶屋として出発し、時代のニーズと共に
現在の建築鉄骨へと変化してきました。地域の
皆さま、お客様のおかげで今があり、先人、先
輩方から伝承された技術や誇りを受け継いで、
この先150年、200年へと未来を『鐵』と共に目
指します。

会社の方針、考え方、理念

〒391-0013
茅野市宮川1359
TEL.0266-72-6536
FAX.0266-72-8946
URL：https://www.kaneta-tetsu.com 長田　謙一

工場認定番号　TFBR-224870　

小松鉄工 株式会社 創　　業：昭和63年10月17日
代 表 者：小松　弘和
事業内容：建築鉄骨工事・機械架台
　　　　　工事・階段工事

沿　　革
昭和63年10月：会社設立
平成29年１月：本社を諏訪市大字四賀
　　　　　　　55番地に移設
平成６年３月：国土交通大臣認定  Rグレード取得
令和４年２月：国土交通大臣認定  Rグレード更新

会　社　概　要

健康な体と安全作業を第一に、品質向上と活気
ある職場を作り、お客様に信頼され愛される会
社をめざす。

会社の方針、考え方、理念

〒392-0012
諏訪市大字四賀55番地
TEL.0266-52-7140
FAX.0266-52-2697

小松　弘和
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■ 南 信 支 部（ 諏 訪 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-224772　

株式会社 永由鉄工 創　　業：昭和49年3月
代 表 者：永由　一彦
事業内容：建築鉄骨の設計・施工

沿　　革
平成２年５月：工場を豊田に移転
平成８年４月：Rグレード認定を取得
平成19年４月：Mグレード認定を取得

会　社　概　要

「常に感謝し人の縁を大切に」
存在意義のある企業として発展し社会への貢献
を通じて人を豊かにまた、幸せにする会社にな
るために努力する。
常に時代感覚を磨き、変化し、その時代に合っ
た経営を行う事で価値と品質を高めていくため
に努力する。

会社の方針、考え方、理念

〒392-0016
諏訪市中州豊田895-1
TEL.0266-53-2846
FAX.0266-53-2830

永由　一彦

工場認定番号　TFBH-224705　

富士見鉄工 株式会社 創　　業：1925年
代 表 者：小林　弘幸
事業内容：鉄骨構造物の設計・製造
　　　　　鉄骨工事　輸送事業
沿　　革
1925年：小林鉄工所として創業
 農機具製造を主事業とする
1965年：富士見鉄工株式会社に改編
 鋼構造製作を主事業とする
1981年：Mグレード昇格
2007年：Hグレード昇格
2017年：輸送事業スタート

会　社　概　要

「がむしゃらに生きる」という道もあっていい
んじゃないか。
・第一に安全に作業をする。
・高品質な製品を世に送り出す。
　 ごく当たり前のことだが、これを実行するた

めに百の経験と知恵、そして精神力を絞り出
し、「百の幸運」をつかみ取る。

・ 人のため、社会のため、仲間とともに社会貢
献していきます。

会社の方針、考え方、理念

〒399-0214
諏訪郡富士見町落合6973-1
TEL.0266-62-2017
FAX.0266-62-5376
URL：https://www.tekkou-f.co.jp 小林　弘幸
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建設業許可番号　般-3第472号　

赤羽鉄工 株式会社 創　　業：大正4年（1915年）
代 表 者：赤羽　廣治
事業内容：総合建築工事、溶接構造物
　　　　　製作及び機械加工、ショット
　　　　　ブラスト、 レーザー加工
沿　　革
昭和29年：㈾赤羽商会として法人化、
昭和45年：赤羽鉄工株式会社と社名変更現在に至る。
先代社長は現組合前身の長野県鉄骨協会にもかなりの
貢献をしていた。鉄骨部門、製缶部門、機械部門、そ
の他と多種多様鉄骨部門では警鐘楼→軽量鉄骨→スタン
フレーム→小屋物、ビル物→H日型断面柱→コラム柱と
いう変革を全て経験している。

会　社　概　要

「お客様の求める以上の物を創造する」
1、常にお客様のことを思って仕事を遂行する
2、正確に、より早く、より美しく
3、製作の過程はその都度見直し、常に前向きな姿勢
4、「ものづくり」に喜びを感じる若者の育成
5、 次世代が魅力を感じ、夢を持てるような会社組織

を構築
6、機械・工具・道具はいつでも使えるように管理する
7、マイナス情報はいち早く全社員に公開する

会社の方針、考え方、理念

〒399-4601
上伊那郡箕輪町大字中箕輪8092
TEL.0265-79-2448
FAX.0265-79-2635
URL：http://www.atec-kajiya.co.jp 赤羽　廣治

■ 南 信 支 部（ 伊 那 地 区 ）

工場認定番号　TFBR-225127　

興研工業 株式会社 創　　業：昭和35年9月
代 表 者：宮嶋　利彰
事業内容：建築鉄骨の設計製作

沿　　革
昭和50年：岡谷市から箕輪町へ工場移転
昭和55年：㈲興研工業に組織変更
昭和61年：Ｒグレード認定取得
令和５年：興研工業㈱に組織変更
　　　　　至現在

会　社　概　要

「企業は社会・地域・顧客に求められ活かされる」
私たちは認定工場として規格に則した確かな品
質をご提供することで、社会・地域と共に発展
し持続可能な企業であることを目指します。よ
り長期的な関係を築いていくために、お客様の
ご信頼と満足度を高められるよう努めています。
周りの方々に求められ支え合いながら、社員
各々が能力を発揮し成長をすることで、より豊
かな組織の発展に繋がると考えます。

会社の方針、考え方、理念

〒399-4602
上伊那郡箕輪町東箕輪4895-3
TEL.0265-79-3323
FAX.0265-79-8285

宮嶋　利彰
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■ 南 信 支 部（ 伊 那 地 区 ）

建設業許可番号　般-2第4236号　

有限会社 登内鉄工 創　　業：昭和41年1月2日
代 表 者：登内　栄一
事業内容：一般鉄骨構造物一式、
　　　　　建築鉄骨施工

沿　　革
昭和44年：有限会社登内鉄工設立
　　　　　現在に至る

会　社　概　要

鉄をあやつる者として人に社会に少しでもお役
に立てる会社を欲を持たず誠意を持ってお客様
の立場で考える鉄職人を心がけて参ります。

会社の方針、考え方、理念

〒399-4601
上伊那郡箕輪町大字中箕輪12151
TEL.0265-79-3016
FAX.0265-79-0141

登内　栄一

工場認定番号　TFBM-183271　

有限会社 富島鉄工所 創　　業：昭和43年10月
代 表 者：富島　克洋
事業内容：建築鉄骨の設計・施工

沿　　革
1985年：法人として　有限会社
 富島鉄工所　設立
1995年：Ｊグレード取得
1997年：Ｒグレード取得
2013年：Ｍグレード取得

会　社　概　要

「お客様の気持ちになり喜んでもらえる物造りを！」
鉄って実は柔らかいんです！求められたものを
作り上げたときの達成感と喜んでいただけた時
が鉄骨屋をやっててよかった時だと思います。
自分がお客様だったらこの製品を受け取り喜べ
るか。その為により高い技術計画達成が手の届
くように努力して向上し、良品の製作と信用を
維持してより良い納得できる仕事をしていくこ
とが大切と考え、従業員教育と技術の向上に努
めています。

会社の方針、考え方、理念

〒396-0111
伊那市大字美篶10797-1
TEL.0265-78-2929
FAX.0265-78-2906
URL：https://www.tomijima-steel.co.jp 富島　克洋
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■ 南 信 支 部（ 伊 那 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-214481　

株式会社 宮下鉄工 創　　業：昭和28年7月1日
代 表 者：宮下　健
事業内容：建築物の鉄骨工事に関する
　　　　　一切の業務

沿　　革
平成４年11月：工場移転（現在に至る）
平成10年11月：合資会社宮下鉄工から
　　　　　　　 株式会社宮下鉄工へ社名変更
平成25年７月：役員改選による組織変更

会　社　概　要

「人と人・人と社会の安心を繋ぐ　“確かな品質”」
建築鉄骨の品質とは、設計された建物に於い
て、設計者の要求品質を満たしているかどうか
で判断します。物件の大小に関わらず常に品質
向上に務める事で信頼と云う層を積重ねなけれ
ば成りません。私たちの積重ねた信頼の上層に
は豊かな地域社会が広がり人々にとって建築鉄 
骨が人と人・人と社会の安心を繋ぐ絆である為
にもより安心・安全・堅実な建築鉄骨を提供し、
地域社会に貢献して参ります。　

会社の方針、考え方、理念

〒396-0001
伊那市福島215
TEL.0265-78-1151
FAX.0265-73-5824
URL：https://m-steel.jp/ 宮下　健
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■ 南 信 支 部（ 飯 田 地 区 ）

建設業許可番号　般-1第24789号　

株式会社 飯島鉄工所 創　　業：
代 表 者：飯島　貴裕
事業内容：鉄骨工事

沿　　革
創業40年以上経過ののち
平成26年：株式会社飯島鉄工所に
　　　　　変更

会　社　概　要

「地域密着・迅速対応」
創業以来主に飯田下伊那地区での仕事を請け負
って参りました。地域密着ならではの迅速さや
丁寧さを心掛け日々精進しております。
お客様はじめ弊社を取り巻くすべての方々への
感謝を忘れず、ご要望には柔軟に対応できるよ
う努力していく所存です。
長年にわたって培ってきた技術を生かし、これ
からも皆様に信頼されるものづくりを目指し全
力を傾けていきます。

会社の方針、考え方、理念

〒399-2561
飯田市駄科2699
TEL.0265-26-7727
FAX.0265-26-6327

飯島　貴裕

工場認定番号　TFBR-193359　

有限会社 岡本鉄工所 創　　業：昭和32年5月
代 表 者：岡本　明方
事業内容：建築鉄骨・製造・施工

沿　　革
昭和32年5月28日：法人となる

会　社　概　要

「人々の暮らしを鉄でつなぐ!!!」

会社の方針、考え方、理念

〒399-3102
下伊那郡高森町吉田2190
TEL.0265-35-2478
FAX.0265-35-2426

岡本　明方
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■ 南 信 支 部（ 飯 田 地 区 ）

工場認定番号　TFBM-214186

株式会社 小笠原鐵工 創　　業：昭和19年4月1日（1944年）
代 表 者：小笠原　敏彦
事業内容：建築鉄骨施工、
　　　　　建築一式工事

沿　　革
昭和46年：法人「有限会社小笠原鉄工」
 となる
平成５年：株式会社小笠原鉄工に
 組織変更
 鉄骨Mグレード認定

会　社　概　要

「より良い製品を、リーズナブルに、約束守って」
自己啓発と改革精神で何事もベストを尽くそう
責任を果たせる一流の人材を目指そう
失敗を恐れずチャレンジし成長の糧としよう
一致協力して事にあたり活力ある職場としよう
常に謙虚で感謝の気持ちを持とう

会社の方針、考え方、理念

〒395-0301
下伊那郡阿智村春日1145
TEL.0265-43-2035
FAX.0265-43-3975
URL：https://ogasawara-works.com 小笠原　敏彦

工場認定番号　TFBM-235246　

カナエ鉄工 有限会社 創　　業：1972年
代 表 者：戸崎　輝夫
事業内容：鉄骨加工

沿　　革
1972年：鉄骨事業を始める
1975年：有限会社を設立
1993年：Rグレード認定取得
2008年：Mグレード認定を取得
　　　　以降　Mグレード認定　現在に至る

会　社　概　要

「・顧客への信用・明るい職場・信頼を結ぶ」
・ より良い製品の品質の向上を目指し、技術を

磨き知性を深め社会の信頼にこたえよう。
・ 社訓を重んじ、規律を守り、協力し明るい職

場を作ろう。
・ 愛される企業として成長し、信頼を受ける会

社にしよう。
当社では、充実した職場環境をつくる事で、より
クオリティの高いサービスの提供を目指します。

会社の方針、考え方、理念

〒399-3202
下伊那郡豊丘村神稲9278-3
TEL.0265-35-7934
FAX.0265-35-8877

戸崎　輝夫
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■ 南 信 支 部（ 飯 田 地 区 ）

工場認定番号　TFBR-193722　

山田鐵工 有限会社 創　　業：昭和55年6月
代 表 者：山田　剛
事業内容：建築鉄骨　建築金物
　　　　　土木工事
沿　　革
昭和42年：機械修理・土木工事を
　　　　　目的として山田喜朗が起業
昭和55年：山田鐵工有限会社を設立
昭和56年：飯田市上郷別府に工場を新設
令和元年：国土交通大臣認定Rグレード取得
令和４年：工場を増築

会　社　概　要

弊社は飯田下伊那を拠点としてお客様のニーズ
にこたえる会社として日々精進しております。
建築鉄骨の制作から鋼蓋などの鋼成品の制作・
現場にての改修作業などを行っております。

会社の方針、考え方、理念

〒395-0003
飯田市上郷別府3340-2
TEL.0265-23-3317
FAX.0265-23-3399
URL：https://yamada-tk.com 山田　剛

建設業許可番号　般-2第23930号

株式会社 ヨシ鉄 創　業：1994年4月
代表者：後藤　芳久
事業内容：建築鉄骨・耐震補強工事
（鉄骨・あと施工アンカー・グラウ
ト・スタッドジベル施工）コア削孔、
削岩、鋲打ち施工等
沿　　革
1994年４月：ヨシ鉄創業
1997年５月：長野県下伊那郡松川町上片桐3151-1
　　　　　　ヨシ鉄　事業所・工場移転
2010年１月：ヨシ鉄より事業承継し、株式会社ヨシ鉄　設立
2021年８月：長野県下伊那郡松川町元大島2905-1
　　　　　　株式会社ヨシ鉄　事務所・工場移転　現在に至る

会　社　概　要

会社の方針、考え方、理念

〒399-3303
下伊那郡松川町元大島2905-1
TEL.0265-48-6011
FAX.0265-48-6061

後藤　芳久
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■ 南 信 支 部（ 飯 田 地 区 ）

工場認定番号　TFBH-225001　

綿半ソリューションズ 株式会社
飯田工場

創　　業：1995年4月
代 表 者：飯田工場長  片桐 昌芳
事業内容：建築鉄骨の製作・工事

沿　　革
2007年10月：Hグレードを取得
2022年４月：松尾工場を高森工場へ
　　　　　 　移転統合し「飯田工場」
　　　　　 　として稼働開始

会　社　概　要

「FA化の先端を行き、要求品質/適正価格/
納期遵守 を実現し顧客から信頼される次世代
FABを目指す」
昨年度4月より、旧高森工場隣接地に増設した
工場棟へ松尾工場の機能を移転統合し、新たな
「飯田工場」（高森町）として始動していま
す。製造設備や人員を同一拠点に集約すること
で、作業者と製品の動線が整流化し旧工場間の
小運搬や製作管理のコストが大幅に改善してい
ます。新たに複数の製作機械も導入し既存の溶
接ロボットを含めて製作フローとレイアウトの
最適化を図り生産性向上を更に加速化させてい
ます。

会社の方針、考え方、理念

〒399-3103
下伊那郡高森町下市田3198
TEL.0265-35-5525
FAX.0265-35-6660
URL：https://watahan.co.jp/watahan-sl/

片桐　昌芳
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北 信 支 部
 中野・須坂地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈲ ア オ キ ビ ル ド 青木　久隆 〒383-0053
中野市大字草間2011-1 0269-22-5567 https://aokibuild.jp

㈲長野奥村製作所 奥村　　剛 〒383-0053
中野市大字草間1335-1 0269-22-5717 http://www.nagano-

okumura-ss.co.jp/

㈱ 内 田 鐵 工 所 内田　　茂 〒382-0065
須坂市相之島250 026-245-1246 http://www.uchidatekkou.jp/

㈲ 下 田 鉄 工 所 下田　悟司 〒382-0098
須坂市墨坂南1-15-7 026-245-2600 https://shimoda-tk.jp

㈱ 平 野 建 設 工 業 平野　敏夫 〒382-0800
上高井郡高山村大字高井6060番地6 026-248-8866
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北 信 支 部
長野地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈱ 青 木 鐵 工 所 青木　光幸 〒382-0062
須坂市大字小島字松川添1476-166 026-246-8855 https://www.aokitekkou.co.jp

㈱ オ オ ヒ ノ 大日野 茂行 〒381-0023
長野市風間下河原2034-8 026-221-0712

㈱角藤鉄構事業部 大久保 公雄 〒381-8686
長野市南屋島515番地 026-221-2200 https://www.kakuto.co.jp

河 口 鉄 工 ㈱ 河口　康宣 〒381-1221
長野市松代町東条3045 026-278-3584 https://kawaguchi-tk.jbplt.jp/

協 立 工 業 ㈱ 菊嶋　秀生 〒381-2221
長野市川中島町御厨1069 026-284-4268 https://kyoritsukogyo.jp

大 伸 鉄 工 業 ㈱ 寺島　　隆 〒381-0008
長野市下駒沢800番地13 026-296-2231

ト ラ イ ア ン ㈱ 松橋　幹生 〒381-0026
長野市松岡二丁目6番18号 026-251-1600 https://tryan.co.jp

㈱ 西 澤 製 作 所 西澤　　章　　〒381-2207
長野市大橋南1丁目20番地1号 026-284-3332 https://www.2438.jp/

㈱ 宮 入 鉄 工 所 宮入　鋼平 〒381-1225
長野市松代町東寺尾2628 026-278-5888 https://miyairi-iw.co.jp/

吉 池 鉄 工 ㈱ 吉池　　茂 〒381-1231
長野市松代町松代92の1 026-278-6530 https://yoshiike-tekko.jp

 千曲地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈱ 飯 島 工 業 所 飯島　正博 〒387-0007
千曲市屋代902 026-272-2478

中 部 建 工 ㈱ 若月　　貢 〒387-0007
千曲市大字屋代3055番地 026-272-1479 https://chubukenko.jp
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東 信 支 部

佐久地区

企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈲ 飯 　 沼 飯沼　勝智 〒384-2205
佐久市春日741-3 0267-53-3508

㈲ 井 出 鉄 工 井出　国雄 〒384-2106
佐久市八幡251-2 0267-58-2357

長 岡 鉄 工 ㈱ 長岡　秀秋 〒389-0115
北佐久郡軽井沢町大字追分703-1 0267-45-5279 https://www.nagaoka-iron.jp

マ ル ム ツ 建 工 ㈱ 黒岩　文孝 〒384-0301
佐久市臼田1825-6 0267-82-2666

㈱ 宮 川 鉄 工 宮川　　章 〒385-0051
佐久市中込2441 0267-62-1105 https://www.big-advance.site/

s/129/1537/company

㈱ 柳 澤 鐵 工 所 柳澤　　章 〒385-0051
佐久市中込3400-7 0267-62-1152

㈲ 依 田 鉄 工 所 依田　　孟 〒384-2105
佐久市矢嶋19-1 0267-58-2658

上田地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈱三協産業青木工場 山邉　正重 〒386-1604
小県郡青木村殿戸198 0268-49-2757 https://sankyo.uedashi.com

㈲ 戸 堀 鉄 工 所 戸堀　一夫 〒386-0406
上田市下丸子729-1 0268-42-4616 http://tobori.jp

堀 内 鉄 工 所 堀内　光信 〒386-1211
上田市大字下之郷527-3 0268-38-2582
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中 信 支 部
松本地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈱ 一 ノ 瀬 鐵 工 所 一ノ瀬 徳雄 〒390-1243
松本市神林3888 0263-26-2311 https://ichinosetekkou.jp/

㈱ イ マ イ 鐵 構 今井　康人 〒390-1301
東筑摩郡山形村字北竹原5682-1 0263-98-3035

㈱ 倉 科 鐵 工 所 倉科　賢三 〒390-1243
松本市大字神林3878 0263-26-2388 https://www.kurasina.co.jp

小 松 工 業 ㈱ 小松　　博 〒390-1131
松本市今井松本道6949-1 0263-88-8532

㈱ 髙 山 製 作 所 髙山　佳和 〒390-1242
松本市大字和田3967-20 0263-47-8809 https://www.takayama.to

㈱ 武 田 鐵 建 武田　　力 〒390-1702
松本市梓川梓2454 0263-78-2552

フ ィ ッ ト 工 業 ㈱ 髙木 登志郎 〒390-1131
松本市大字今井7155-53 0263-58-7744 https://www.fit-k.co.jp

㈲ 古 川 鉄 工 所 古川 東久光　　〒399-0033
松本市大字笹賀3836 0263-58-2855

松 田 鐵 工 ㈱ 松田　愛子 〒399-0038
松本市小屋南1丁目16番1号 0263-58-1115 https://matsuda-tetsu.co.jp

㈲ 矢 島 鉄 工 所 矢島　卓実 〒399-0033
松本市笹賀232 0263-58-1000

㈲ 山 辺 鉄 工 布野　　毅 〒390-1301
東筑摩郡山形村南野尻4219-4 0263-98-3355
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中 信 支 部
 安曇地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈲ 内 田 工 業 内田　　聡 〒399-8211
安曇野市堀金烏川2023-3 0263-73-2394

㈱ 中 島 鐵 工 所 中嶋　秀幸 〒399-8101
安曇野市三郷明盛2659 0263-77-4520

堀 金 工 業 ㈱ 齊間　健次 〒399-8305
安曇野市穂高牧173-3 0263-83-3624

大北地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈲ 一 陽 鐵 建 社 横澤　直人 〒399-8501
北安曇郡松川村1494番地 0261-62-2713 https://ichiyotekken.com

㈱ 伊 藤 組 伊藤　紀裕 〒398-0002
大町市大町6850 0261-22-1771 https://itogumiinc.com/

㈲ 梅 澤 鉄 工 梅澤　孝次 〒398-0001
大町市大字平借馬9588 0261-23-3365

昭 和 興 業 ㈱ 山本　和彦 〒398-0004
大町市常盤6958-4 0261-22-9098
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南 信 支 部
諏訪地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈲ 石 川 工 業 石川　卓也 〒394-0054
岡谷市半ノ木2104-1 0266-24-0596 http://www.

ishikawaindustry.co.jp

㈲ 岩 井 鐵 工 小平　一穂 〒393-0001
諏訪郡下諏訪町樋橋2774 0266-27-3744

㈱ カ ネ タ 長田　謙一 〒391-0013
茅野市宮川1359 0266-72-6536 https://www.kaneta-tetsu.com

小 松 鉄 工 ㈱ 小松　弘和 〒392-0012
諏訪市大字四賀55番地 0266-52-7140

㈱ 永 由 鉄 工 永由　一彦 〒392-0016
諏訪市豊田895-1 0266-53-2846

富 士 見 鉄 工 ㈱ 小林　弘幸 〒399-0214
諏訪郡富士見町落合6973-1 0266-62-2017 https://tekkou-f.co.jp

伊那地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

赤 羽 鉄 工 ㈱ 赤羽　廣治 〒399-4601
上伊那郡箕輪町大字中箕輪8092 0265-79-2448 http://www.atec-kajiya.co.jp

興 研 工 業 ㈱ 宮嶋　利彰 〒399-4602
上伊那郡箕輪町大字東箕輪4895-3 0265-79-3323

㈲ 登 内 鉄 工 登内　栄一 〒399-4601
上伊那郡箕輪町大字中箕輪12151 0265-79-3016

㈲ 富 島 鉄 工 所 富島　克洋 〒396-0111
伊那市大字美篶10797-1 0265-78-2929 https://www.tomijima-steel.co.jp

㈱ 宮 下 鉄 工 宮下　　健 〒396-0001
伊那市福島215 0265-78-1151 https://m-steel.jp
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南 信 支 部
飯田地区
企　業　名（工場名） 代表者名 所　在　地 TEL WebsiteURL

㈱ 飯 島 鉄 工 所 飯島　貴裕 〒399-2561
飯田市駄科2699 0265-26-7727

㈲ 岡 本 鉄 工 所 岡本　明方 〒399-3102
下伊那郡高森町吉田2190 0265-35-2478

㈱ 小 笠 原 鐵 工 小笠原 敏彦 〒395-0301
下伊那郡阿智村春日1145 0265-43-2035 https://ogasawara-works.com

カ ナ エ 鉄 工 ㈲ 戸崎　輝夫 〒399-3202
下伊那郡豊丘村神稲9278-3 0265-35-7934

山 田 鐵 工 ㈲ 山田　　剛 〒395-0003
飯田市上郷別府3340-2 0265-23-3317 https://yamada-tk.com

㈱ ヨ シ 鉄 後藤　芳久 〒399-3303
下伊那郡松川町元大島2905-1 0265-48-6011

綿半ソリューションズ㈱ 飯田工場長
片桐　昌芳

〒399-3103
下伊那郡高森町下市田3198 0265-35-5525 https://watahan.co.jp/

watahan-sl/
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50th
50周年記念誌
協賛企業様広告
（50音順）
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アルプス鐵構事業協同組合
上條鋼材 株式会社

岡谷酸素 株式会社

株式会社 鋼構造出版

コンドーテック 株式会社

三枝塗料 株式会社
関西ペイント販売 株式会社

新東工業 株式会社

大樹生命保険 株式会社 松本支社

大東精機 株式会社 北関東営業所

ダイニッカ 株式会社

大日本塗料 株式会社 新潟営業所

株式会社 データロジック

株式会社 ドッドウエル  ビー・エム・エス 長野支店

株式会社 長門

長野県中小企業団体中央会

一般社団法人 長野県溶接協会

長野鋼材 株式会社

花村産業 株式会社

有限会社 樋口自工

株式会社 マルイ

株式会社 丸杉

宮原酸素 株式会社

株式会社 アマダマシナリー

株式会社 一城

株式会社 コーケン

有限会社 サカモト

株式会社 新建新聞社

住友生命保険 相互会社 長野支社

株式会社 タカサワマテリアル

中部クレーン 株式会社

株式会社 トーネジ

株式会社 長野経済新聞社

長野県鉄筋業協会

一般社団法人 長野県労働基準協会連合会

日工開発 株式会社

日鉄ボルテン 株式会社

日鉄溶接工業 株式会社

日東亜鉛 株式会社

日本ホイスト 株式会社

AIG損害保険 株式会社
株式会社 プライム

フルサト工業 株式会社 松本事業所

一般社団法人 松本労働基準協会

株式会社 アイ・テック 長野支店

アルプス運輸建設 株式会社

一般財団法人 あんしん財団 長野支局

岩上鋼材 株式会社

株式会社 エスティエス

株式会社 エニー

株式会社 エフアールアイ・国立

三巧金属 株式会社

シーネット長野

株式会社 鉄鋼新聞社

一般社団法人 長野県建設専門工事業団体連合会

一般社団法人 長野県建築士事務所協会

有限会社 パステック

株式会社 マナテック

美鈴印刷紙工 株式会社

ミスズエンジニアリング 株式会社

株式会社 本久 鉄鋼部

（五十音順）

協賛広告企業ご芳名
今後とも、どうか末永いお力添えを頂きますよう、宜しくお願い申し上げます。
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有限会社 赤羽製作所
株式会社 一ノ瀬鐵工所
有限会社 一陽鐵建社
株式会社 伊藤組
株式会社 イマイ鐵構
有限会社 内川鉄工製作所
有限会社 内田工業
有限会社 梅沢鉄工
有限会社 木曾鉄工所
有限会社 熊沢鉄工

有限会社 小林工業
小松工業 株式会社
昭和興業 株式会社
株式会社 髙山製作所
竹内鐵工所
株式会社 武田鐵建
株式会社 D-CRAFT
株式会社 中島鐵工所
有限会社 パステック
フィット工業 株式会社
有限会社 古川鉄工所

株式会社 倉科鐵工所

堀金工業 株式会社
松田鐵工 株式会社
丸山鉄工所
有限会社 村上鉄工所
有限会社 村山工業
メイコー
有限会社 矢島鉄工所
有限会社 山辺鉄工
渡辺スチール
上條鋼材 株式会社

アルプス鐵構事業協同組合
Alps Steel Structures Cooperative Association

より豊かな生活空間の創造を目指す

事務局

〒390-1242 松本市和田 5511－14
TEL.0263-48-1334　FAX.0263-48-1344
E-mail：takaaki@kamijo.net

理 事 長　髙木　常行
副理事長　小松　　博
副理事長　一ノ瀬徳雄
専務理事　矢島　卓実
会計理事　今井　康人
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〒380-0936 長野市岡田町124-1 長水建設会館２階

TEL 026-225-9277 FAX 026-225-9278

URL http://www.nsjk.com E-mail jimu1@nsjk.com

共に建築を通して、安心安全な社会を創出し続けていこう
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編 集 後 記
　長野県鐵構事業協同組合創立50周年、この記念すべき50年の節目にこのような形で携わ
ることができ、大変光栄に思います。
　過去20周年、40周年と記念誌が発行され、どれも素晴らしい出来栄えでしたが、今回記
念誌編纂の大役を仰せつかり、過去10年分だけではなく、50年分の歴史を一冊にまとめた
いという強い思いが有りました。また、見やすさと形に残す事にもこだわり、時代に逆行
するようですが、紙面にてのオールカラー版とさせていただきました。
　当初より時間と費用は掛かりましたが、皆様のご協力により素晴らしい記念誌が出来上
がりました。
　今回私の仕事は、編集業者に依頼した時点でほぼ役目を終えましたが、改めて、祝辞や
原稿をご寄稿頂いた皆様をはじめ、広告を出して頂いたスポンサー企業様、ネタ提供やア
イデアなどご協力いただいた皆様、本当に有難うございました。また、今回記念誌編纂・
発行にあたりご尽力された府中事務局長、事務局の皆様、共立プラニング様におかれまし
ても、心より感謝申し上げます。
　この50年、紆余曲折、試行錯誤、七転八起、不撓不屈、切磋琢磨、温故知新、塞翁が馬…、
思い、苦労は人それぞれですが、100周年に向け次の周年事業も盛大に執り行われること
を切に願います。

運営委員長　青 木  光 幸

発　行　日　　令和５年 11 月 30 日
編　　　集　　運営委員会
発　　　行　　長野県鐵構事業協同組合
　　　　　　　創立50周年記念事業実行委員会
　　　　　　　〒381-0043　長野市吉田５丁目1-27
　　　　　　　　　　　　　日新パークビル３階
　　　　　　　TEL 026-262-1595　FAX 026-262-1597
印　　　刷　　共立プラニング

〔写真〕　上高地　梓川より穂高岳方面を望む　　　〔撮影者〕　西澤　章
長野県プロット　2023 年 5 月時点の組合員会社所在地

長野県鐵構事業協同組合　創立50周年記念誌
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